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人口と世帯数
（平成21年4月１日現在）

人　口　8,167人（－20）
　男　　4,１03人（－  9）
　女　　4,064人（－11）
世帯数　2,907世帯（ 2）

（　）内は前月比

主 な 内 容

平成21年度予算について…………………2〜3P
副町長に池澤俊雄氏が就任… …………………4P
役場機構図・町職員の人事異動について… 4〜5P
町政功労者、教育に関する表彰について… 6〜7P
定額給付金について… …………………………9P
特定健康診査・各種予防接種について…10〜13P
議会だより… ………………………… 19〜27P

４月２日に長柄保育所、三島野保育所
で入所式、４月７日に水上幼稚園にて
入園式が行われました。

友達たくさんできるといいな！

三島野保育所
長柄保育所

水上幼稚園
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対前年度比較	 ２億７，１７０万円増
伸　び　率	 ５．７％増

平成21年度予算
総額 50億1,160  万円

区　　　分 本年度予算額 対前年度比較 伸び率（％）
人 件 費 884,657 ▲ 5,074 ▲ 0.6
物 件 費 450,582 10,492 2.4
維 持 補 修 費 37,319 4,712 14.5
扶 助 費 175,499 8,336 5.0
補 助 費 等 570,371 ▲ 23,385 ▲ 3.9
普通建設事業費 621,423 452,118 267.0
災 害 復 旧 費 3 0 0.0
公 債 費 355,083 ▲ 72,180 ▲ 16.9
積 立 金 13,001 0 0.0
投資及び出資金 1 ▲ 600 ▲ 100
繰 出 金 240,061 ▲ 9,419 ▲ 3.8
予 備 費 5,000 0 0.0

歳 出 合 計 3,353,000 365,000 12.2

区　　　分 本年度予算額 対前年度比較 伸び率（％）
議 会 費 70,602 ▲ 6,233 ▲ 8.1
総 務 費 517,515 ▲ 23,602 ▲ 4.4
民 生 費 1,107,051 452,713 69.2
衛 生 費 449,645 12,864 2.9
農 林 水 産 業 費 127,452 3,195 2.6
商 工 費 16,273 737 4.7
土 木 費 178,690 ▲ 27,847 ▲ 13.5
消 防 費 140,629 ▲ 7,766 ▲ 5.2
教 育 費 372,052 33,119 9.8
災 害 復 旧 費 3 0 0.0
公 債 費 355,084 ▲ 72,180 ▲ 16.9
諸 支 出 金 13,004 0 0.0
予 備 費 5,000 0 0.0
歳 出 合 計 3,353,000 365,000 12.2

単位：千円

単位：千円単位：千円

一 般 会 計 予 算

一般会計歳出予算（性質別） 一般会計歳出予算（目的別）

区 　 　 分 本 年 度 予 算 額 対 前 年 度 比 較 伸 び 率 （ ％ ）
町 税 1,163,583 ▲ 121,499 ▲ 9.5
地 方 譲 与 税 72,000 ▲ 6,000 ▲ 7.7
利 子 割 交 付 金 3,600 0 0.0
配 当 割 交 付 金 1,400 ▲ 2,600 ▲ 65.0
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 400 ▲ 1,600 ▲ 80.0
地 方 消 費 税 交 付 金 80,000 0 0.0
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 76,000 0 0.0
自 動 車 取 得 税 交 付 金 34,001 ▲ 17,999 ▲ 34.6
地 方 特 例 交 付 金 6,700 800 13.6
地 方 交 付 税 716,000 57,000 8.6
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 2,800 0 0.0
分 担 金 及 び 負 担 金 27,309 ▲ 4,837 ▲ 15.0
使 用 料 及 び 手 数 料 61,916 215 0.3
国 庫 支 出 金 93,691 16,570 21.5
県 支 出 金 119,256 21,475 22.0
財 産 収 入 18,577 ▲ 611 ▲ 3.2
寄 付 金 2 0 0.0
繰 入 金 148,001 38,000 34.5
繰 越 金 100,000 0 0.0
諸 収 入 77,764 ▲ 5,914 ▲ 7.1
町 債 550,000 392,000 248.1
歳 入 合 計 3,353,000 365,000 12.2

平成 21年度予算が、3月定例議会で可決されました。
本年度の町財政は前年度に増して厳しい状況にあり、事業の選択と集中を基
本に、幼保一体化の施設「認定こども園」の建設事業などの重点施策への配
分を行いつつ、集中改革プランに則した緊縮予算となっております。…………………………………………………

◆総括
（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
A

給与費 一人当たり
給与費 B/A給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B

19 年度 人
108

千円
385,675 

千円
37,845

千円
154,702

千円
578,222

千円
5,354

３月号に掲載しました「長柄町給与・定員管理等
について」の内容に誤りがありました。
訂正して、お詫びをいたします。
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平成21年度予算
総額 50億1,160  万円

区………分 本年度
予算額 対前年度比較 伸び率

（％）

国 民 健 康
保 険 875,500 ▲ 68,900 ▲ 7.3

老 人 保 健 3,000 ▲ 57,300 ▲ 95.0

農 業 集 落
排 水 事 業 50,600 ▲ 700 ▲ 1.4

介 護 保 険 577,100 40,500 7.5

浄 化 槽
事 業 89,500 ▲ 9,400 ▲ 9.5

後 期 高 齢
者 医 療 62,900 2,500 4.1

事 　 　 業 　 　 名 事 業 内 容

認 定 こ ど も 園 建 設 事 業 な が ら こ ど も 園
建 築 工 事

史 跡 等 総 合 整 備
活 用 推 進 事 業

ガ イ ダ ン ス
建 設 工 事 外

町 道 1 0 0 2 号 線
災 害 防 除 事 業 基幹町道改良工事

特 別 会 計 予 算

主 な 事 業 等

（単位：千円）

性質別

目的別

歳
出

歳
入

農林水産業費
3.8

議　会　費 2.1
商　工　費 0.5
消　防　費 4.2
災害復旧費 0.0
諸 支 出 金 0.4
予　備　費 0.2

維 持 補 修 費 1.1
積　　立　　金 0.4
予　　備　　費 0.2
投資及び出資金 0.0
災 害 復 旧 費 0.0

繰　　　越　　　金
地方消費税交付金
地　方　譲　与　税
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
分担金及び負担金
財 　 産 　 収 　 入

3.0
2.4
2.1
2.3
1.0
0.8
0.6

地 方 特 例 交 付 金
利 子 割 交 付 金
交通安全対策特別交付金
配 当 割 交 付 金
寄　　　　付　　　　金
株式等譲渡所得割交付金

0.2
0.1
0.1
0.0
0.0
0.0

そ
の
他

諸収入 2.3

使用料及び
手数料 1.8

国庫支出金
2.8

県支出金
3.6

その他 1.7

その他 7.4

繰出金
 7.2

扶助費
 5.2

繰入金
4.4

町債
16.4

町税
34.7

その他
12.6

地方交付税
21.4

総務費
15.4

民生費
33.0

公債費
10.6

衛生費
13.4

土木費
5.3

教育費
11.1

人件費
26.4

普通建設
事業費
18.5

物件費
13.4

公債費
10.6

補助費等
17.0

人件費
26.4

普通建設
事業費
18.5

物件費
13.4

公債費
10.6

補助費等
17.0

（単位：％）
一 般 会 計 構 成 割 合
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固
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教育委員会

教　育　長
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会
班
長
兼
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総
務
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兼
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政
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総
合
調
整
・
秘
書
・
人
事
・
給
与
・
法
規
・
文
書

消
防
防
災
・
防
災
行
政
無
線
・
自
治
振
興

防
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・
交
通
安
全
・
交
通
災
害
共
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総
合
計
画
・
都
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計
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・
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・
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・
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・
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成
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工
事
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管
理
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政
改
革
の
推
進
・
庁
用
車
管
理
・
町
長
車
運
転
・
登
記

町
内
循
環
バ
ス

町
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
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及
び
収
税

固
定
資
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評
価
審
査
委
員
会
事
務

議
会
事
務
・
監
査
委
員
事
務
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籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
登
録
・
斎
場

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・
老
人
保
険
医
療

介
護
保
険
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期
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者
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包
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予
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健
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・
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・
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維
持
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理

社
会
福
祉
・
母
子
福
祉
・
老
人
福
祉
・
心
身
障
害
者
福
祉

児
童
福
祉
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

保
育
業
務
（
保
育
所
長
）

小
中
学
校
四
校
・
幼
稚
園

教
育
委
員
会
の
会
議
・
学
校
施
設
の
維
持
管
理

教
職
員
の
研
修
・
奨
学
金

幼
小
中
学
校
給
食
業
務

社
会
教
育
・
社
会
体
育
・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
町
有
バ
ス

文
化
財
・
史
跡
整
備
・
青
少
年
健
全
育
成
・
多
目
的
広
場

公
民
館
各
種
教
室
・
文
化
祭
・
図
書
の
整
備
及
び
貸
出

農
政
・
農
業
振
興
整
備
計
画
・
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

農
業
経
営
基
盤
促
進
強
化
対
策
・
植
物
防
疫
・
畜
産
・
林
業

営
農
組
合
・
鳥
獣
・
商
工
・
観
光
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
・
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
・
長
柄
ダ
ム

周
辺
施
設
の
管
理

農
業
委
員
会
事
務

町
道
認
定
管
理
・
町
営
住
宅
・
境
界
確
定
・
道
路
占
用

建
築
指
導
・
開
発
行
為

農
業
集
落
排
水
管
理
・
浄
化
槽
管
理

環
境
・
産
業
廃
棄
物
・
し
尿
・
残
土
・
ご
み
処
理

リ
サ
イ
ク
ル
・
自
然
公
園
・
畜
犬
・
墓
地

町
道
・
農
道
・
橋
梁
・
河
川
の
新
設
・
改
良
・
維
持
管
理

町
有
建
築
物
の
工
事
等
の
設
計
監
理

生
活
排
水
・
浄
化
槽
整
備

課
長
　
小
倉
秀
夫

総

務

課

会
計
管
理
者

総
務
企
画
班

財
政
管
財
班

税
　
務
　
班

議
　
会
　
班

住
　
民
　
課

保
険
住
民
班

健
康
福
祉
班

教
　
育
　
課

学
校
教
育
班

生
涯
学
習
班

事
　
業
　
課

産
業
振
興
班

地
域
整
備
班

会
計
室

事
　
務
　
局

書
記
長
・
書
記

書
　
　
　
記

事
　
務
　
局

書
　
　
　
記

白
鳥
善
則
・
木
嶋
良
夫
・
鶴
岡
喜
豊

長柄町役場機構図長柄町役場機構図
平成21年4月1日現在

班
長
　
杉
山
力
夫

班
長
　
齊
藤
洋
一

班
長
　
池
上
了
次

班
長
　
中
村
正
隆

課
長
　
鶴
岡
恒
雄

　
　
　
池
座
傳
栄

武内克二 池澤俊雄

成嶋尚武

班
長
　
蒔
田
功

班
長
　
森
川
宏

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

福
祉
セ
ン
タ
ー
長

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

公
民
館
長

課
長
　
鈴
木
誠
一

班
長
　
教
育
課
長
兼
務

班
長
　
小
林
敬
二

班
長
　
川
島
修

班
長
　
田
中
武
典

課
長
　
阿
部
敬
宏

　平成 21 年 4 月 1 日（水）から役場の閉庁時間が午
後 5 時 30 分から午後 5 時 15 分に変更になりました。
　町では、平成 20 年度人事院及び千葉県人事委員会
勧告に基づき、職員の勤務時間を現行の 1 日 8 時間（午
前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分まで）から 1 日 7 時間
45 分（午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで）に短
縮しました。これに伴い、役場の閉庁時間が午後 5 時
15 分となりますので、ご協力いただきますようお願
いいたします。
　なお、住民票などの諸証明の発行については、従前
どおり電話による予約をすることで、土日祝日や夜間
に発行することができますので、ご利用ください。

　長柄町議会第 1 回定例会で選任同意され、平成 21

年 4 月 1 日付けで副町長に就任しました。
　池澤氏は、長柄町役場
職員として 38 年間勤務
し、この間、産業課長、
税務課長、企画財政課長、
総務課長などを歴任しま
した。

役場の閉庁時間が変わります 長柄町副町長に
池澤俊雄氏 就任
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・
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記
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記
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鳥
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嶋
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・
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長柄町役場機構図長柄町役場機構図
平成21年4月1日現在
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一

班
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池
上
了
次

班
長
　
中
村
正
隆

課
長
　
鶴
岡
恒
雄

　
　
　
池
座
傳
栄

武内克二 池澤俊雄

成嶋尚武

班
長
　
蒔
田
功

班
長
　
森
川
宏

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

福
祉
セ
ン
タ
ー
長

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

公
民
館
長

課
長
　
鈴
木
誠
一

班
長
　
教
育
課
長
兼
務

班
長
　
小
林
敬
二

班
長
　
川
島
修

班
長
　
田
中
武
典

課
長
　
阿
部
敬
宏

役場職員人事異動
●異動職員

総務課長　鶴岡恒雄（住民課長）

住民課長　鈴木誠一（事業課産業振興班長）

教育課長兼学校教育班長　小倉秀夫（会計管理者）

会計管理者　池座傳栄（住民課保険住民班長兼地域包括支援センター長）

総務課財政管財班長　齊藤洋一（教育課学校教育班長）

住民課保険住民班長兼地域包括支援センター長　蒔田功（総務課主査）

事業課産業振興班長兼農業委員会事務局長　川島修（住民課副主幹）

教育課生涯教育班長兼公民館長　小林敬二（事業課主査）

●派遣職員

長生郡市広域市町村圏組合　長南聖苑所長

木嶋良夫（教育課生涯学習班長兼公民館長）

●新規採用

関野雅之（教育課主幹　茂原市立二宮小学校から）

山越通代（住民課社会福祉士　3月 1日付け）

坂本亜佳音（住民課保健師）

若宮ちとせ（住民課保健師）

大胡真弓（住民課保健師）

●退職者等（３月31日付け）

神﨑良一（総務課財政管財班長）

加藤功（総務課主幹）

山田義明（教育課主幹）

柴﨑やよい（住民課看護師）

田中文子（住民課社会福祉士）

4月 1日付けで次のとおり管理職の異動がありました。（　）内は旧職名です
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町政功労者を表彰町政功労者を表彰
　長柄町表彰条例に基づく平成 20 年度町政功労者の表彰式が、３月 13 日に議会議場で行われました。
　今回受賞された 15 名の方は、行政の伸展にご尽力をいただきました。

左から栗原宏道氏、蒔田　穠氏、保川秀雄氏、大野和男氏
野﨑榮子氏、神崎好功氏、阿部泰兄氏

左から前田金太郎氏、関屋武士氏、鎗田和平氏、大野成美氏、齊藤隆夫氏

左から（故）月岡清氏ご遺族、（故）小倉一夫氏ご遺族、
（故）阿部嘉氏ご遺族

去る３月 24 日（火）茂原市役所市民室
に於いて、茂原交通安全協会主催による、
新入学児童に対するランドセルカバー及び
交通安全用品の贈呈式が行われました。こ
の事業は今年で 19 年目を迎え、新入学児
童の交通事故防止対策の一環として実施さ
れています。

新入学児童へ、交通安全用品贈呈される

町議会議員として３期12年以上になる方

議会の同意を得て選任され12年以上在職した委員の方、町職員として管理職を務められた方
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平成20年度
長柄町教育に関する被表彰者名簿

学芸奨励表彰 （敬称略）

ɴｏ 氏　　　名 学年 所属 功　　績　　の　　概　　要

１ 荒
ア ラ イ

井 金
キ ン ジ ュ

樹 3 長 柄 小 こども県展　特選

２ 村
ム ラ マ ツ

松 　 彩
アヤ

4 〃 こども県展　特選

３ 敦
ツ ル ガ

賀 綾
ア ヤ ト

斗 5 〃 こども県展　特選

４ 渡
ワ タ ナ ベ

邉 大
ダ イ チ

智 4 〃 こども県展　準特選

５ 奥
オ ク ダ

田 汐
シ オ リ

里 5 〃 こども県展　準特選

６ 本
モ ト ヨ シ

吉 七
ナ ナ セ

瀬 5 〃 千葉県小中学校書写優秀作品紙上展　優秀賞　

７ 齋
サイトウ

藤昂
コ ウ タ ロ ウ

太郎 1 〃 全国教育美術展　特選

８ 上
ウ エ ノ

野 大
ダ イ チ

地 2 〃 全国教育美術展　特選

９ 大
オ オ ウ ラ

浦 有
ア リ ス

珠 3 〃 全国教育美術展　特選

10 露
ツ ユ ザ キ

﨑 玲
レ イ ナ

奈 4 〃 全国教育美術展　特選

11 三
ミ ツ ハ シ

橋 香
カ ス ミ

澄 4 〃 全国教育美術展　特選

12 久
ク ボ

保 　 響
ヒビキ

5 〃 全国教育美術展　特選

13 本
モ ト ヨ シ

吉 美
ミ サ キ

咲 6 〃 全国教育美術展　特選

14 吉
ヨ シ ノ

野 詩
シ オ リ

織 2 水 上 小 こども県展　県造形教育部会長賞

15 大
オ オ ノ

野 智
チ カ

可 1 〃 こども県展　特選

16 大
オ オ タ

田みづほ 2 〃 こども県展　特選

17 大
オ オ イ ワ

岩 加
カ ナ

奈 4 〃 こども県展　準特選

18 前
マ エ バ シ

橋 孝
コ ウ ヘ イ

平 5 〃 こども県展　準特選

19 鶴
ツ ル オ カ

岡 海
カ イ ト

音 1 〃 県愛鳥作品コンクール　優秀賞

20 蒔
マ キ タ

田 夏
ナ ツ コ

子 中2 長 柄 中 全国小中学校作文コンクール千葉県審査　優秀賞

優秀選手表彰
ɴｏ 氏　　　名 学年等 所属 功　　績　　の　　概　　要

1
長
ナ ガ ラ

柄 ス ポ ー ツ 少
シ ョ ウ ネ ン ダ ン

年 団
ジャングルベアーズ（団

ダンタイ

体）

長生郡市ミニバス春季大会優勝
長生郡市ミニバス秋季大会優勝
千葉県スポーツ少年団大会　準優勝

２ 高
タ カ ハ シ

橋 侑
ユ リ

里 5 日 吉 小 長生郡市小学生水泳大会　５年バタフライ１位

３ 石
イ シ イ

井 千
チ ハ ル

晴 中3 長 柄 中 関東女子ユースサッカー選手権　千葉県予選　優勝

４ 石
イ シ イ

井 裕
ユ ウ ト

人 高2 東京学館 関東大会　千葉県予選　優勝、関東大会出場

学芸奨励表彰 優秀選手表彰
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今回、教育委員会では、中学生ボランティアの皆さんに感謝の
意を表し感謝状を授与いたしました。

中学生ボランティアの皆さんには、平成 20 年度の生涯学習関
係事業について、活動していただきました。事業もスムーズに進
められ、また町民の方々からも、中学生の一生懸命な姿に感動し
たとの言葉をいただいております。

長生郡市広域市町村圏組合消防団第８支団（池座輝美支団長）
では、従前の消防機庫が老朽化したことから、このほど建替え工
事を行い、３月下旬に新しい消防機庫が完成しました。

この施設は、消防活動の向上を図るため昨年 11 月中旬から工
事が進められたものです。

今後は、団員の活動の拠点として、消防団の活動が向上される
ものと思われます。

なお、建設に当たっては平成 20 年度石油貯蔵施設立地対策交
付金が利用されました。

教 職 員 人 事 異 動 状 況　（敬称略）

学 校 名
転　　　出　　　者 転　　　入　　　者

職 名 氏 名 転 出 先 職 名 氏 名 前 所 属

長 柄 小
校 　 長 加 藤 　 士 郎 退 　 職 校 　 長 山 田 　 義 明 長 柄 町 教 育 課 主 幹
教 　 諭 安 部 壽 々 江 退 　 職 教 　 諭 松 浦 　 弥 生 一 松 小
教 　 諭 伊 藤 　 敦 子 五 郷 小 講 　 師 三 平 　 直 樹

日 吉 小

教 　 頭 河 野 　 健 市 西 　 　 小 （ 長 南 ） 教 　 頭 中 山 　 　 勤 南 白 亀 小
教 　 諭 安 藤 み さ 江 退 　 職 教 　 諭 風 戸 　 康 代 緑 ヶ 丘 小
教 　 諭 三 橋 　 圭 子 長 南 小 教 　 諭 中 村 　 桂 子 緑 ヶ 丘 小
教 　 諭 武 藤 　 輝 人 水 上 小 教 　 諭 佐 藤 　 章 雄
教 　 諭 村 上 　 健 輔 南 白 亀 小

水 上 小
校 　 長 塚 田 二 三 雄 退 　 職 校 　 長 柴 崎 　 秀 一 県 行 政
教 　 諭 島 田 　 愛 子 退 　 職 教 　 諭 武 藤 　 輝 人 日 吉 小
教 　 諭 小 川 　 厚 生 茂 原 小 教 　 諭 志 田 　 輝 美 茂 原 小

長 柄 中

教 　 頭 伊 坂 　 文 寿 県 行 政 教 　 頭 糸 井 美 佐 子 大網白里町立増穂小
上席専門員 石 井 　 豊 子 退 　 職 教 　 諭 永 島 真 由 美 西 陵 中
教 　 諭 中 原 恵 美 子 退 　 職 教 　 諭 吉 野 　 慶 子 西 陵 中
教 　 諭 松 﨑 ひ と み 退 　 職 教 　 諭 鶴 岡 　 　 健 本 納 中
教 　 諭 渡 邉 　 安 規 冨 士 見 中 講 　 師 宮 澤 　 怜 子
教 　 諭 根 本 　 　 尚 西 陵 中 技 　 師 荒 木 　 晴 美
副 主 査 金 澤 　 寿 和 東 　 　 小 （ 長 南 ）

長柄町教育課 主 　 幹 山 田 　 義 明 長 柄 小 関 野 　 雅 之 二 宮 小

第 4分団第 2部消防機庫（大津倉）が完成

中学生ボランティアへ感謝状

新しく建設された第４分団第２部の消防機庫
（大津倉地先）
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定額給付金の給付については、4 月 1 日に該当する全世帯に申請書を郵便で送付しました。
平成 21 年 2 月 1 日に長柄町に住所があって申請書の届かない場合は、定額給付金担当までご連絡く

ださい。
申請受付期間は、平成 21 年 10 月 8 日（木）までです。
受付期間が過ぎると給付金を受け取ることができなくなりますので、お早めに申請してください。
受付は、申請受付期間中の土日祝日を除く月曜日から金曜日までの午前 9 時から午後 5 時までです。
詳細は、申請書同封のチラシをご覧ください。

ながらサービスチップ加盟店では、毎月、月初めの１〜３日の三日間、サービスチップの倍セール
を行っています。

この期間に加盟店でお買い物をすると通常の２倍のサービスチップを差し上げています。
サービスチップを台紙全部に集めると加盟店で 2,000 円の金券としてご利用できます。
加盟店は店頭の「本日チップ倍セール」ののぼり旗が目印です。

定額給付金の申請を受け付けています

定額給付金給付をかたった
振り込め詐欺等に注意してください。

定額給付金支給に際し、町役場などが、

　●ATM(金融機関等の現金自動預払機)の操作をお願いすること

　●「定額給付金」のために手数料の振込を求めること

　は、絶対にありません。

　※申請後に申請書等に不明な点があった場合は、町役場から問い合わせすることがあります。

不審な電話等がありましたら、下記または茂原警察署（☎22-0110）までお問合わせください。

定額給付金に関するお問い合わせ
長柄町役場定額給付金相談専用電話　☎35-0335
長柄町役場総務課総務企画班　☎35-2111

長 柄 町 サ ー ビ ス 会

ながらサービスチップを是非、ご利用くださいながらサービスチップを是非、ご利用ください
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長柄町国民健康保険加入の 40~74 歳の方を対象にしました、平成 21 年度特定健康診査を下記のとおり行います。
対象となる方には 4 月中に受診券等をお届けする予定ですので皆様の積極的な受診をよろしくお願い致します。

本年から、40~64 歳の方については長生郡市内の指定医療機関でも特定健康診査を受診できるようになります。仕
事等で役場での健診受診ができない場合でも 7 月末まで医療機関での受診ができますのでぜひ御検討下さい。

なお、65歳以上の方は介護保険による生活機能評価を同時実施する関係がありますので昨年同様役場での受診の
みとさせて頂きますので御理解賜りますようお願い致します。

詳しくはお届けする受診券に同封の案内を御覧下さい。
記

※社会保険・共済組合・国保組合に加入の方については、加入する医療保険者が行いますので勤務先もしくは各保険
者へお問い合わせ下さい。

※人間ドックまたはパート先等で事業主健診を受ける方は、その結果を提出することで健診受診に代えることができ
ます。詳しくはお問い合わせ下さい。なお、医療機関で診療の一貫として受ける検査の結果は提出されても健診受
診に代えることはできません。

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113

❖ 国民健康保険・国民年金の手続きはお早めに！❖

　会社等を退職して国保に加入します、就職して（または扶養になり）社会保険に加入し国保を喪失した場合は速やか
な異動手続きが必要です。20 歳以上 60 歳未満の方は国民年金手続きも必要です。そういった手続きは会社等はやって
くれませんので原則「ご自身（又は家族等の代理の方）」で行う必要があります。手続きが必要な方は下記のものを持
参し早めの手続きをお願い致します。

国民健康保険加入・喪失、国民年金加入・喪失手続きは多くの場合会社等で代行しません。

退職（または任意継続資格喪失）・扶養親族を外れ国民
健康保険に加入する場合

就職・扶養親族認定で社会保険・共済組合に加入（国
民健康保険を喪失）する場合

必

要

な

も

の

◎退職証明書・社保資格喪失証明書
◎年金手帳・基礎年金番号通知書
◎印　　　　　鑑
※厚生・共済年金証書
（厚生・共済年金加入期間が通算20年以上か40歳以降の加
入期間が10年以上で厚生・共済年金報酬比例部分を受給して
いる…60歳〜64歳 の方）

必

要

な

も

の

◎社会保険証・共済組合員証
（新しい会社・事業所のもの、コピー可または資格を取得した
ことを証する書類）

◎年金手帳・基礎年金番号通知書
◎印　　　　…鑑

※手続きが遅れた場合でも加入や喪失は該当する日で行われます。またこの手続きは国民健康保険法では世帯主に届出義務
があるとされています。（第９条）

※75歳の誕生日を迎える方は後期高齢者医療制度の加入者になり、国保及び社会保険等の被扶養者資格は自動喪失しま
す。（特段の手続きの必要はありません。）新しい保険証は役場から誕生日に間に合うように発送されます。

◆◆…おねがい…◆◆
　　最近、保険証の紛失が多く見受けられます。紛失や盗難の際は必ず最寄りの警察署にお届け頂いた上、役場で再交付を受けて

下さい。保険証には皆様の個人情報が記載されております。保管および携行には十分ご注意下さいますようお願い致します。

上記に該当の方は、「退職者医療制度」を適用
できます。その場合、医療給付の一部は社会保
険側が負担するため国保負担が軽減し財政安定
に寄与するので御協力をお願い致します。

　退職等で社会保険等を離脱し国民健康保険に加入しないまま、その後医療機関にかかるために保険証を窓
口に取りに来られる方が増えています。手続きが遅くなっても資格取得は社会保険等資格喪失時点までさか
のぼるため保険税もさかのぼって課税されますので御注意下さいますようお願い致します。（国保の資格喪失
の場合も同様にさかのぼりますので、納付されていた保険税も還付または減額となります。）

平成21年度　特定健康診査のご案内国民健康保険加入の皆様へ

健 診 日 程
5月 20日㈬~27日㈬
※ 医療機関での個別健診は 5 月 ~7 月末、ただ

し 40~64 歳のみ

持参するもの ◎受診券　◎問診票
◎検体（受診券に同封の容器に採取して下さい）

同 時 実 施 ◎生活機能評価（65 歳以上）◎肝炎検診
◎前立腺ガン検診（別途費用が必要です）時 　 　 間 詳しくはお届けする案内を御覧下さい。

場 　 　 所 長柄町役場庁舎
そ の 他 ※ 当日程で 75 歳以上の方の健康診査も同時に行

われます。75 歳以上の方の手数料は無料です。自 己 負 担 金 1,000円（当日徴収）
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65~74 歳の方のみで構成される世帯に属する方の国民健康保険税と 75 歳以上の方の長寿医療制度（後期高齢
者医療制度）保険料については原則として受給されている年金からの特別徴収（天引き）となりますが、預貯
金口座からの引き落とし（口座振替）も選択できるようになります。

年金特別徴収に替えて口座振替に切り替える場合は役場保険住民班窓口にて切り替えの手続きが必要です。
８月分からの特別徴収（天引き）停止は６月１日（月）までに全ての手続きが終わっていることが必要です。

大学、短大、高専その他学校教育法に定める学校に在学する国民年金 1 号被保険者で前年度に学生納付特例
を受けた者がそのまま学校に在学する場合で引き続き平成 21 年度も学生納付特例を受けたい場合や 1 号被保険
者が新規に学校へ入学した場合は「4月 1日」から学生納付特例を申請することができます。申請書は役場窓口
に備え付けてありますので下記を持参の上、手続きをして下さい。

年金からの特別徴収か口座振替による納付のいずれかが選択できます

国民年金学生納付特例の申請開始月です！

国民健康保険税・長寿医療制度（後期高齢者医療制度）保険料

問い合わせ先　国民健康保険税については　　　総務課 税務班　　　☎35-2112
　　　　　　　長寿医療制度保険料については　住民課 保険住民班　☎35-2113

▼　▼　▼
不明な点がございましたら、

※ 注意事項　学生納付特例の期間は年金額には反映されません。（加入月数にはなります。）

 ◆ご注意
・口座振替納付への変更については確実に保険料を納めて頂ける方に限らせて頂きます。そのため長寿

医療制度（後期高齢者医療制度）保険料・国民健康保険税の過去の収納状況などにより変更頂けない
場合もあります。また納付書での納付には変更できません。

・変更後の納付に支障が生じた場合は年金天引きへ戻させて頂きます。

※特別徴収から口座振替に切り替えた場合、確定申告等の当該保険税（料）の社会保険料控除は実際
に支払った方が行ないますので所得税・住民税の負担に変動が生じる場合があります。

（例）同居する父の長寿医療制度保険料を息子（世帯主）が息子の口座から口座振替により支払っ

た場合は、父の長寿医療制度保険料は息子の社会保険料控除の対象となります。

引き続き「年金からの天引き」をご希望の場合は手続きの必要はありません。

問い合わせ先　千葉社会保険事務所　☎043-242-6328
 住民課 保険住民班　　☎35-2113

４月は

（１）学生証（写真付のもの、コピー可）又は在学証明書（原本）
（２）国民年金手帳又は納付書等の基礎年金番号を確認できるもの
　※ 前年度社会人だった方で新規に学校へ入学した方は上記の他に下記書類（いずれかの

組み合わせ）が別途必要になります。

持参書類

★退職証明書＋住民税納税通知書（特別徴収→普通徴収）
★雇用保険受給資格者証　又は　雇用保険被保険者離職票

申 請 は 家 族 の
方でも行うこと
ができます！
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❖ジフテリア・百日せき・破傷風について
疾 患 名 感 染 経 路 主 な 症 状
ジフテリア ジフテリア菌の飛沫感染※で

起こります。
感染は主にのどですが、鼻にも感染します。
症状は高熱、のどの痛み、犬吠様のせき、嘔吐などで、偽膜と
呼ばれる膜がでて窒息死することもあります。

百 日 せ き 百日せき菌の飛沫感染で起こ
ります。

普通のカゼのような症状ではじまります。続いてせきがひどく
なり、顔をまっ赤にして連続的にせき込むようになります。せ
きのあと急に吸い込むので笛を吹くような音がでます。乳幼児
はせきで呼吸ができず、くちびるが青くなったり（チアノーゼ）
けいれんが起きることがあります。肺炎や脳症などの重い合併
症を起こします。乳児では命を落とすこともあります。

破 傷 風 土の中にいる菌が、傷口から
ヒトの体内に入ることによっ
て感染します。

神経症状が主です。
菌が体の中で増えると、菌の出す毒素のために、口唇や手足の
しびれ、味覚異常が初期に認められ、その後に口が開かなくなっ
たり、全身けいれん等が起こり、死亡することもあります。
土中に菌がいるため、感染する機会は常にあります。

※ 飛沫感染とは：ウイルスや細菌がせきやくしゃみなどにより、細かい唾液や気道分泌物につつまれて空気中へ
飛びだし、約１ｍの範囲で人に感染させることです。

❖接種スケジュールについて
対象者 標準的な接種期間 回数 接種間隔

第１期初回 生後３か月以上
７歳６か月未満 生後３か月以上１歳未満 ３回 20 日から 56 日まで（いわゆる３

～８週間）の間隔をあけます。

第１期追加 生後３か月以上
７歳６か月未満

１期初回接種（３回）終了後
おおむね１年以上おく １回

４月から三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）
予防接種が個別接種に変わりました

麻しん（はしか）・風しんは人から人へと感染しやすく、時には死にいたる重大な病気です。予防するためには、
麻しん・風しん混合予防接種を受けることが効果的です。町では、下記の第１期、第２期、第４期に該当するお子
さんに、個別予防接種を実施いたします。お子さんの病気を予防するため、さらに周りの方への感染を予防するた
めにも、予防接種を受けましょう。

対象者 受ける期間

第１期 満１歳以上２歳未満の方 １歳になる前の日から２歳になる前々日まで

第２期 平成 15 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月 1 日
に生まれた方

小学校入学前年度の１年間
（H21 年 4 月 1 日～ H22 年 3 月 31 日まで）

第３期 平成 8 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日に
生まれた方

中学校１年生相当※学校にて集団接種を行い
ます。

第４期 平成 3 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日に
生まれた方

高校生３年生相当
（Ｈ 21 年 4 月 1 日～Ｈ 22 年 3 月 31 日まで）

麻しん（はしか）・風しん混合予防接種（個別接種）を受けましょう

個別予防接種とは

子どもの健康状態がよいときに、町が指定した医療機関で予防接種を受ける方法です。費用は無料です。

☆ただし、受ける期間を過ぎてしまうと費用は自己負担になりますので、ご注意ください。
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定期予防接種には、町保健センターで実施する集団で接種する（集団接種）予防接種と、医療機関で実施する（個
別接種）予防接種があります。町ではＢＣＧ，ポリオ、日本脳炎を集団接種で実施しています。集団接種は、下記
の日程で行っています。接種年齢や回数、接種間隔を守ってお子さんの体調に合わせてお越しください。

接種を受けるまでの流れや注意することは、集団予防接種と基本的に一緒です。

☆日本脳炎予防接種は現在調整中です。対象の方には個別で別途お知らせします。

個別予防接種の受けかた

平成21年度長柄町個別予防接種協力医療機関一覧

医療機関名 住所 電話番号
イナリミヤクリニック 茂原市高師235-1 24-8987
鵜澤医院 茂原市本納1909 34-2008
鵜沢外科内科クリニック 茂原市本納1922 34-2496
大木医院 茂原市早野463-3 23-2546
上茂原診療所 茂原市上茂原388-12 25-2510
君塚病院 茂原市高師2-8 25-1811
河野小児科医院 茂原市千町1869 23-2115
公立長生病院 茂原市本納2777 34-2121
三枝医院 茂原市東部台2-20-1 25-2203
志鎌医院 茂原市八千代1-1-1 22-5105
清水三郎医院 茂原市東郷1691 25-0776
鈴木医院 茂原市茂原143 22-2630
須田医院 茂原市高師2166 24-7717

医療機関名 住所 電話番号
高田整形外科医院 茂原市緑ヶ丘4-3-5 22-0111
長生内科神経内科医院 茂原市押日420 24-7752
粒良医院 茂原市高師199-5 25-8580
東部台医院 茂原市東部台3-21-6 22-2455
富士見クリニック 茂原市東郷1900 20-2585
前田内科・眼科 茂原市木崎321-5 27-2888

牧野医院 茂原市千代田町1-3-12
ホテル新川ビル1F 24-2222

三上小児科医院 茂原市小林2632-1 22-7001
宮本内科医院 茂原市緑ヶ丘4-3-3 22-3770
茂原機能クリニック 茂原市六ツ野1834 25-7755
山之内病院 茂原市町保3 25-1131
渡辺医院 茂原市長尾2592 27-7733

「平成21年度長柄町個別予防接種協力医療機関一覧」から、接種を希望する医療機関を選びます。
かかりつけでの接種を希望される方で、下記一覧に病院が載っていない場合は、町住民課健康福祉
班まで必ずご相談ください。

①医療機関を
　選ぶ

接種を希望する医療機関へ、直接予約をします。町への連絡は不要です。
（なお、三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・麻しん風しん混合以外で、体調不良な
どにより集団接種が受けられず、個別接種を希望する場合は、町への連絡が必要です。）

②予約する

町から送られてきた予診票と母子健康手帳を持って、予約した日に接種を受けに行きます。費
用は無料です。③接種する

⬇

⬇

平成 21 年度集団予防接種日程表

BCG

４月８日（水） ７月８日（水） ８月５日（水）

10月14日（水） 12月16日（水） 平成22年
２月３日（水）

ポリオ（要予約）

６月２日（火） ９月２日（水） 12月９日（水）

平成22年
３月10日（水）

接種場所：	長柄町保健センター
受付時間：	13時30分〜14時まで
持 ち 物：	母子健康手帳・予診票
　	 ※忘れると受けられません。

集団で受けるもの 個別で受けるもの
・BCG
・ポリオ
・日本脳炎

・麻しん風しん混合
・三種混合

※集団で受ける予防接種でも、特別な事情などにより個別で受けること
ができる場合もありますが、原則として個別で受けるものは、麻しん
風しん混合・三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）のみです。

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2459
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みなさんの介護保険料みなさんの介護保険料
65歳以上の
みなさんへ

お知らせします！

40～64歳
30％

公費
50％

65歳以上の
人の保険料
20％

65歳以上の
人の保険料
20％

介護保険の財源（利用者負担は除く）

※平成21～23年度の割合です

新しい介護保険料のお知らせです

問い合わせ先　住民課 保険住民班　介護保険担当　☎35-2113

　平成 21 年度から、介護保険料が新し
くなりました。65 歳以上の方の保険料
は、３年ごとに見直されます。
　各市町村で今後３年間に必要な介護
保険の総費用から算出された「基準額」
をもとに、みなさんの所得などに応じ
て段階的に決められています。

本町の平成 21 年度から 23 年度までの介護保険料は、下記の表のとおりです。
所得段階 対　　　象　　　者 基　準　額 保険料の調整率

第１段階 ・生活保護受給者の方
・老齢福祉年金受給者※ 1 で、世帯全員が町民税非課税の方

48,000円
（年額）

基準額× 0.5

第２段階 世帯全員が町民税非課税の方で、前年の合計所得金額※ 2 と前年の
課税年金収入額の合計が 80 万円以下の方 基準額× 0.5

第３段階 世帯全員が町民税非課税の方で、第 2 段階に該当しない方 基準額× 0.75

第４段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税の方 基準額× 1.0

第５段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 基準額× 1.25

第６段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円以上の方 基準額× 1.5

※ １　老齢福祉年金　明治 44 年（1911 年）４月１日以前に生まれた方、または大正５年（1916 年）４月１日以
前に生まれた方が受けている年金です。

※ ２　合計所得金額 ｢ 所得 ｣ とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。

改正前の保険料
（平成 18 〜 20 年度）

改正後の保険料
平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

第１段階 22,200 円 23,400 円 23,700 円 24,000 円
第２段階 22,200 円 23,400 円 23,700 円 24,000 円
第３段階 33,300 円 35,400 円 35,700 円 36,000 円
第４段階 44,400 円 46,800 円 47,400 円 48,000 円

うち公的年金等収入＋
合計所得額≦ 80 万円 42,000 円 42,600 円 43,200 円

第５段階 55,500 円 58,800 円 59,400 円 60,000 円
第６段階 66,600 円 70,200 円 71,100 円 72,000 円

　平成 21 年度から緊急特別対策により介護保険料が軽減されます。
　介護に従事する人の処遇を改善するために ､ 介護報酬がプラス 3％改定されました ｡ この改定によるプラス分
が介護保険料に反映されますが、介護保険料が急激に上昇しないよう、緊急特別対策による軽減措置が講じられ
ます。
　平成 21 年度及び平成 22 年度の介護保険料の上昇分のうち ､ 介護報酬改定に伴う増加分は ､ 交付金（国費）に
よリ軽減されます ｡ 平成 21 年度は、改定による上昇分の全額が軽減 ､ 平成 22 年度は改定による上昇分の半額が
軽減されます。
　65 歳以上の方の介護保険料が確定するのは７月以降になりますので、本人宛にお知らせします。
　40 歳から 64 歳までの方の介護保険料は ､ 各加入保険組合にお問い合わせください。
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問い合わせ先　教育委員会　☎35-2437

長柄町教育の指針についてお知らせします

『人が生き生きと輝く町づくりを目指し、
教育・文化の充実を図ります』

教育委員会の点検・評価について
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「地教行法」という。）

平成 20 年４月の地教行法の一部改正により、教育委員会は、教育委員会の責任体制の明確化の観点から、
毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する報告書
を作成し、これを議会に報告するとともに、公表することとなりました。（同法 27 条）

学校教育の充実
心豊かで、たくましく思いやりの持てる児童

生徒の育成と特色ある学校づくりをめざして

生きる力の育成と

開かれた学校づくり

社会の変化に即応した

環境づくり

人の心を思いやり、命を大切にし基礎、基
本の身についた学習の実践
安心・安全な開かれた学校づくり
地域から信頼される学校づくり
高度情報化・国際化にも対応した教育の推進

学校は、教育施策を学校経営の中に取り入
れ、全ての教育課程で実践し確実な成果を
上げている。安心・安全な居場所づくりは
引き続き関係団体及び地域連携で推進し元
気で明るく、活力ある児童・生徒の育成に
努める

学校を核とした環境づくりのため関係団体
や、児童・生徒・保護者及び地域とのつな
がりを密接にし厳しい社会環境の中におい
てもあたたかい家庭や、暮らしやすい社会
を存続させ、地域と共に歩む学校づくりを
実践し、生きる力が備わった児童・生徒の
育成

登下校の安全と不審者対策
教育相談全般の体制整備
施設設備、教材備品の充実
学校支援ボランティア活用

※学校施設の耐震診断は平成 11 年から 14
年にかけて実施、耐震化について整備済
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認定こども園
園児送迎バスに係るアンケート集計結果のご報告

町では認定こども園事業を推進するにあたり、昨年、町内にお住まいでお子様を持つすべての保護者（３歳
児以下）に対しアンケートを実施いたしました。その結果を以下のとおりご報告いたします。
アンケートの内容（アンケートは、１世帯につき１通、無記名回答といたしました。）

「アンケートの前に」の認定こども園事業概要の説明につづけて、以降、在園保護者向けのものと未就園保護
者向けのものの２種類で行いました。（「アンケートの前に」は昨年広報ながら３月号と４月号に掲載した資料
と同じものです）

アンケートの前に
≪認定こども園事業について≫
長柄町では、平成 15 年度から「幼児教育環境の充実」について調査研究を進め、その結果として幼稚園と保

育所を一か所に統合（一体化）し、運用面で教育・保育の一元化を図ることとし基本的な計画を進めてまいり
ました。

本町における「幼保一体化の事業」は、これまでの「幼保の通常保育事業施設」から、子育て家庭の支援機
能を併せ持った総合施設である「認定こども園」として整備することとし計画の具体化に向け取り組んでいます。

なぜ「認定こども園」なのか？
幼稚園と保育所については、近年、保護者の就労の有無で利用する施設が限定されてしまうことや、少子化

が進む中、幼稚園と保育所が地域に別々に設置されていると子どもの成長に必要な規模の集団が確保されにく
いこと、子育てについて不安や負担を感じている保護者の方への支援が不足していることなどが課題として指
摘されており、制度の枠組みを超えた柔軟な対応が求められています。

このような環境の変化を受け、幼稚園と保育所の良いところを活かしながら、その両方の役割を果たすこと
ができるような新しい仕組みを創ろうという観点から、「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供
に関する法律」が制定されました。この法律に基づき、就学前の教育・保育ニーズに対応する新たな選択肢で
ある「認定こども園」が、スタートすることになりました。

文部科学省・厚生労働省幼保連携推進室　資料より

Q．長柄町の認定こども園は？
A．○水上幼稚園、長柄・三島野保育所の3施設を一か所に統合し認定こども園とします。
　　○幼稚園・保育所の長所を併せ持つ新しい形の幼児教育・保育の施設です。
　　○親の就労の有無に関わらず、同じ環境の下で教育・保育を受けられます。
　　○集団活動等適切な規模のこども集団を保ち、健やかな育ちの場を確保します。
　　○育児不安の大きい専業主婦家庭への支援を含む子育て支援施設を併設します。

Q  &  A

（完成イメージ図）
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Q．開園はいつなの？
A．平成22年４月です。
Q．場所は？どこに出来るの？
A．旧昭栄中学校の校地内です。（長柄町鴇谷837番地）
Q．こども園になると幼稚園児・保育所児という区分けはどうなるの？
A． これまでの幼稚園児は「短時間児」、保育所児は「長時間児」となります。ただし、これは入所要件等の

違いによる、いわゆる事務的な呼び名で、皆等しく認定こども園の園児です。
Q．一緒になるって？クラスはどうなるの？
A．幼稚園児か保育所児かの区分けなく編成する合同クラスです。
Q．何歳から入園できますか？
A． ０歳（生後６か月）から入園できます。０歳・１歳・２歳・３歳はこれまでの保育所と同様に長時間児の

みのお預かりです。４歳児と５歳児については、短時間児と長時間児という区分けになり、４月１日誕生
日までのお子さんです。

Q．長柄町の認定こども園事業は？
A．≪通常保育（保育と教育）≫
　　○幼児教育と保育の一体的な指導計画に基づく０歳児から５歳児の保育の実施
　　○短時間児と長時間児（４・５歳児）の合同保育
　　○小中学校との交流
　　○各種サービス
　　　①あずかり保育（有料）………通常保育外の保育[短時間児（現在の幼稚園児）]
　　　②延長保育………通常保育外の保育[長時間児（現在の保育所児）]
　　≪子育て支援センター≫
　　○子育て相談
　　○親子の遊び場の提供
　　○子育て情報の提供
　　○一時保育の実施

■子育て支援センターってなに？
　新たに開設される長柄町認定こども園には、通常の就園児のための保育・教育事業の場と、子育てについて
不安や負担を感じている保護者の方を支援する場の二つを併設いたします。
　この、保護者を支援する場を「子育て支援センター」という名称といたしました。
■一時保育ってなに？
　保護者が仕事や病気などにより、一時的にお子さんの保育ができない場合にお預かりする制度です。
　◇パートなどで働いていて月に何度か、また週に何度かといった頻度で保育を必要としている場合 
　◇保護者が病気・けがなどのため保育を必要とする場合
　◇保護者の育児に伴う心理的・肉体的負担を解消するための保育を必要とする場合

アンケートは次の内容で実施いたしました。

在未　Q1 お住まいはどちらですか？（例：桜谷………自治会名までで結構です）
在　　Q2 現在通園（所）しているのは？

 1　水上幼稚園　2　長柄保育所　3　三島野保育所
在　　Q3 現在は主にどのような交通手段で通園（所）していますか。

 1　徒歩　2　自転車　3　自家用車　4　町内巡回バス　5　その他
在未　Q4  認定こども園において、送迎バス（園児通園バス）を実施した場合、あなたは利用しますか。

ただし、対象は 3 歳児以上とし、利用料は有料とします。（利用料については、自家用車送
迎者との平等性などから相応のご負担をいただくことになります。）

 1　利用する　2　利用しない　3　条件によっては利用する
在未　Q5 条件によっては利用すると回答の方はその条件をご記入ください。
在未　Q6 認定こども園に期待すること・要望・ご意見などございましたらお願いいたします。
未　　Q7  長柄町の認定こども園は平成 22 年 4 月に新たに開園いたします。現段階で考えているお子

様の就園先をお聞かせください。
 1　長柄町立の認定こども園　2　その他

※「在」は在園児保護者へのアンケート、「未」は未就園保護者へのアンケート
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8
17％

38
83％

76
58％

55
42％

回答数

非回答数

在園保護者 未就園保護者

16
42％

2
5％

20
53％

利用する 利用しない 条件付き
在 園 保 護 者【全 体】

17
31％

24
44％

14
25％

未就園保護者【全体】

1
3％

37
97％

交 通 手 段 の 現 状

自家用車

自転車（送迎バス）

16
29％

39
71％

就園させたい

他に就園させる

町の認定こども園に
就園させたい？

回収結果
アンケート数 回答数 回答率

在　園 46 通 38 件 82.61%
未就園 131 通 55 件 41.98%

計 177 通 93 件 52.54%

園児送迎バスを利用しますか？
在園保護者
【全体】

未就園保護者
【全体】

利用する 2 14

利用しない 20 24

条件付き 16 17

町のこども園に就園させたい？
就園させたい 39

他に就園させる 16

交通手段の現状
在園児保護者からの回答＝ 38

［うち　自家用車＝ 37　自転車（送迎バス）＝ 1］

在園保護者【地区別】 未就園保護者【地区別】
長柄地区 日吉地区 水上地区 長柄地区 日吉地区 水上地区

14 18 6 29 13 13

利用する 2 0 0 10 2 2

利用しない 3 14 3 10 7 7

条件付き 9 4 3 9 4 4

条件付き利用の内容は？
就園児 未就園児

時間（時刻表）が合えば利用する 9 2

利用料金が安価であれば利用する 6 12

乗降場が家の近く（前）であれば利用する 6 4

安全面の充実が図られていれば利用する 3 1

その他 4 2

就園児 未就園児

条件付き利用の内容は？

時間（時刻表）が合えば利用する

利用料金が安価であれば利用する

乗降場が家の近く（前）であれば利用する

安全面の充実が図られていれば利用する

その他

0 5 10 15 20

9 2

6 12

6 4

3 1

4 2

問い合わせ先　総務課 総務企画班　☎35-2111

ア ン ケ ー ト の 結 果

このアンケート結果を参考に、推進委員会などに諮り、検討してまいります。ご協力ありがとうございました。
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0
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在園保護者【日吉地区】
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3
22％

2
14％

在園保護者【長柄地区】

4
31％

7
54％

2
15％

未就園保護者【水上地区】

9
31％

10
34％

10
35％

未就園保護者【長柄地区】

3
50％

3
50％

0
0％

在園保護者【水上地区】
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町議会
だより

●
議
案
な
ど
の
概
要

議
事
日
程
（
第
1
号
）

承
認
第
1
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
20
年
度
長
柄
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
））

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
承
認
】

※
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
伴
う
選
挙
事
務
の
経
費
と
し
て

３
８
３
万
6
千
円
を
補
正
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
1
号

長
柄
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
平
成
21
年
度
に
行
わ
れ
る
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
介
護
保
険
料

の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
介
護
従
事
者
処

遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
特
例
交
付
金
を

適
正
に
管
理
運
営
す
る
た
め
、
長
柄
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
2
号

長
柄
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
平
成
21
年
4
月
1
日
に
統
計
法
及
び
統
計
法
施
行
令
の
全
部
改
正

が
施
行
さ
れ
、
本
条
例
中
、
適
用
除
外
の
条
項
に
こ
れ
ら
の
引
用
条

文
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
3
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
昨
年
8
月
の
人
事
院
勧
告
を
受
け
、
1
週
間
あ
た
り
の
勤
務
時
間

を
40
時
間
か
ら
38
時
間
45
分
に
改
め
、
こ
れ
に
伴
う
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
4
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
「
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
中
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
1
日
あ

平
成
21
年
長
柄
町
議
会
定
例
会
第
１
回

（
３
月
４
〜
13
日
）

平
成
21
年
第
1
回
議
会
定
例
会
は
、
3
月
4
日
か
ら
3
月
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
、
承
認
1
件
、
議
案
23
件
、
同
意
1
件
、
陳
情
1
件
が
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
・
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
議
員
発
議
案
（
意
見
書
）
1
件
が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
新
年
度
予
算
の
審
査
の
た
め
3
月
6
日
に
各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
最
終
日
に
、
各

常
任
委
員
会
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
が
行
わ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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た
り
15
分
、
半
日
あ
た
り
5
分
短
縮
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
5
号

長
柄
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
町
税
納
付
方
式
と
し
て
実
施
し
て
い
る
、
指
定
代
理
納
付
者
に
よ
る
納
付
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
税
）
を
納
期
前
納
付
報
奨
金
の
不
交
付
要
件
に
加
え
る
も
の
で
す
。

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
税
は
納
期
前
納
付
報
奨
金
の
対
象
外
で
す
。
）

議
案
第
6
号

長
柄
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
第
4
期
中
に
お
け
る
第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
に
介
護
従
事
者
の
待
遇
改
善
を
図
る

た
め
に
介
護
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
険
料
基
準
額
を
第
3
期
の
月
額

３
７
０
０
円
、
年
額
４
４
４
０
０
円
か
ら
第
4
期
は
月
額
４
０
０
０
円
、
年
額

４
８
０
０
０
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
介
護
報
酬
改
定
分
に
つ
い
て
は
介
護
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
し
、
被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
費
が
平
成

21
年
度
は
全
額
、
22
年
度
は
2
分
の
1
を
負
担
す
る
こ
と
か
ら
、
附
則
第
4
条
に
お
い
て

保
険
料
を
軽
減
し
段
階
的
な
設
定
と
す
る
も
の
で
す
。

（
詳
細
は
広
報
4
月
号
14
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

議
案
第
7
号

千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
千
葉
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
…
…
…
【
可
決
】

※
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
組
織
団
体
で
あ
る
浦
安
市
市
川
市
病
院
組
合
が
平
成

21
年
3
月
31
日
に
解
散
し
、
ま
た
4
月
1
日
に
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
統
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
の
組
織
団
体
の
数
が
減
少
す
る
こ
と
及
び
こ
れ
に
伴
い
本
組
合
規

約
中
、
組
織
団
体
の
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
8
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
町
道
３
１
７
８
号
線
（
刑
部
）
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
認
定
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
町

道
３
１
８
０
号
線
（
刑
部
）
に
つ
い
て
の
認
定
で
す
。
2
路
線
と
も
道
路
改
良
工
事
に
伴

う
認
定
道
路
の
終
点
変
更
で
す
。

議
案
第
9
号

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
前
号
の
2
路
線
に
つ
い
て
道
路
改
良
前
の
町
道
３
１
７
８
号
線
、
３
１
８
０
号
線
の
路

線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号

平
成
20
年
度
長
柄
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
1
億
６
４
１
６
万
5
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
32
億
１
４
７
０
万
9
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
定
額
給
付
金

給
付
事
業
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
給
付
事
業
、
長
柄
小
学
校
・
日
吉
小
学
校
の
浄
化
槽

の
整
備
、
旧
昭
栄
中
学
校
の
解
体
工
事
、
町
道
２
０
０
４
号
線
・
１
１
０
６
号
線
の
改
良

工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
の
増
・
国
庫
交
付
金
の
増
、
老
人
保
健
特
別
会
計
の
剰

余
金
の
繰
入
で
す
。

議
案
第
11
号

平
成
20
年
度
長
柄
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）……
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
保
険
給
付
費
の
増
、
年
度
末
の
各
経
費
の
調
整
で
、
１
６
７
８
万
5
千
円
を
減
額
し
補

正
後
の
予
算
総
額
を
9
億
１
８
２
０
万
1
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号

平
成
20
年
度
長
柄
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）……
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
剰
余
金
の
処
分
と
し
て
一
般
会
計
へ
繰
出
す
た
め
の
補
正
で
、
４
０
１
３
万
円
を
増
額

し
補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
億
２
４
７
万
5
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号

平
成
20
年
度
長
柄
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）……
…
…
…
【
可
決
】

※
年
度
末
の
各
経
費
の
調
整
で
、15
万
円
を
減
額
し
補
正
後
の
予
算
総
額
を
５
３
７
２
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号

平
成
20
年
度
長
柄
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）……
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
保
険
給
付
費
の
増
に
よ
り
、
２
５
５
４
万
7
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
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り
ま
す
。

議
案
第
21
号

平
成
21
年
度
長
柄
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
は
前
年
度
比
７
．５
％
増
の

5
億
７
７
１
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
22
号

平
成
21
年
度
長
柄
町
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
40
基
の
新
設
工
事
費
と
既
設
分
の
維
持
管
理
費
で
、
予
算
総
額
は
前
年
度
比
９
．
５
％

減
の
８
９
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
23
号

平
成
21
年
度
長
柄
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
に
係
る
保
険
料
の
収
納
等
を
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
は
前
年

度
比
４
．１
％
増
の
６
２
９
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

同
意
第
1
号

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
同
意
】

  陳
情
第
1
号

現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
と
保
育
・
学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
予
算
の
大
幅
増
額
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
採
択
】

議
事
日
程
（
第
2
号
の
追
加
1
）

発
議
案
第
1
号

現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
と
保
育
・
学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
予
算
の
大
幅
増
額
を

求
め
る
意
見
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

5
億
７
１
４
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号

平
成
20
年
度
長
柄
町
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）……
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
浄
化
槽
設
置
基
数
が
50
基
か
ら
40
基
に
な
る
こ
と
か
ら
10
基
分
の
工
事
費
等
を
減
額
す

る
も
の
で
、
２
２
６
７
万
円
を
減
額
し
補
正
後
の
予
算
総
額
を
７
６
２
３
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
16
号

平
成
20
年
度
長
柄
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）……
…
…
…
…
【
可
決
】

※
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
の
調
整
で
、
32
万
7
千
円
を
増
額
し
補
正
後

の
予
算
総
額
を
６
０
７
２
万
7
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
事
日
程
（
第
2
号
）

議
案
第
17
号

平
成
21
年
度
長
柄
町
一
般
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
扶
助
費
を
中
心
と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
、
幼
保
一
体
化
の
施
設
「
認
定
こ
ど
も

園
」
の
建
設
事
業
及
び
緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
に
要
す
る
経
費
で
、
予
算
総
額
は
前
年

度
比
12
．２
％
増
の
33
億
５
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
18
号

平
成
21
年
度
長
柄
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
医
療
費
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
で
、
予
算
総
額
は
前
年
度
比
７
．３
％
減
の

8
億
７
５
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
19
号

平
成
21
年
度
長
柄
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
医
療
費
の
給
付
を
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
は
前
年
度
比

95
％
減
の
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
20
号

平
成
21
年
度
長
柄
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
可
決
】

※
施
設
の
維
持
管
理
費
用
で
、
予
算
総
額
は
前
年
度
比
１
．４
％
減
の
５
０
６
０
万
円
と
な

添付資料
②

添付資料
①
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長
柄
町
消
防
団
組
織
の
充
実
に
つ
い
て

問
町
の
地
域
消
防
団
（
第
8
支
団
）
の
位
置
づ
け
と
、
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
災
害
時
に
お
け
る
活
動
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
本
町
は
、
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
団
9
個
支
団
の
う
ち
の
第
8
支
団
と
し
て
、

１
４
７
名
の
団
員
で
活
動
し
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化
や
若
年
層
の
町
外
へ
の
転
出
者
も
多
い

た
め
団
員
の
確
保
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
消
防
団
は
、
長
柄
町
地
域
防
災
計
画

に
も
非
常
に
重
要
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
は
地
域
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
消
防
操
法
訓
練
を
始
め
と
し
、
普
通
救
命
講
習
の
受
講
な
ど
災
害
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
活
動
訓
練
の
実
施
に
つ
い

て
、
現
在
は
台
風
や
大
雨
を
想
定
し
、
長
生
郡
市
7
市
町
村
の
防
災
担
当
職
員
や
自
主
防
災
組

織
が
一
宮
川
治
水
対
策
協
議
会
主
催
の
水
防
訓
練
に
も
参
加
し
、
土
の
う
作
り
や
積
み
土
の
う

な
ど
の
訓
練
に
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
水
害
や
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る
大
地
震

な
ど
に
備
え
る
た
め
、
ま
た
、
更
な
る
訓
練
充
実
の
た
め
に
町
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問
動
物
に
よ
る
農
産
物
の
被
害
状
況
（
数
量
・
金
額
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
町
の
対
策
及
び
有

害
鳥
獣
の
駆
除
を
町
が
業
者
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺
い
た
い
。

答
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
イ
チ
ジ
ク
生
産
組
合
、
路
地
野
菜
生
産
組
合
な
ど
農
産
物
生
産
組

合
10
団
体
、
12
品
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
18
年
度
は
被
害
面
積
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
被
害
金
額
７
７
４
万
円
、
平
成
19
年
度
は
１
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
全
戸
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
る
と
相
当
数
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
駆
除
に
対
す
る
捕

獲
用
の
箱
ワ
ナ
10
基
を
有
し
駆
除
を
実
施
し
て
き
た
が
、
利
用
者
が
多
い
た
め
平
成
20
年
度
か

ら
は
新
た
に
5
基
を
追
加
し
、
現
在
で
は
15
基
の
箱
ワ
ナ
を
設
置
し
捕
獲
駆
除
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
銃
器
に
よ
る
駆
除
を
長
生
郡
市
猟
友
会
に
所
属
す
る
有
志
の

皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
長
柄
町
、
睦
沢
町
、
長
南
町
に
よ
る
3
町
合
同
イ
ノ
シ
シ
駆
除
を

年
2
回
実
施
し
て
い
る
。

　

駆
除
の
業
者
委
託
に
つ
い
て
は
、
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
う
場
合
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
市
町
村
が
千
葉
県
知
事
の
許
可
を
得
て
行
う
捕
獲
か
、

「
わ
な
猟
免
許
」
を
有
す
る
者
が
狩
猟
者
登
録
を
受
け
て
捕
獲
を
行
う
方
法
の
2
つ
が
あ
り
、

狩
猟
免
許
を
有
し
、
狩
猟
登
録
を
行
っ
て
い
る
業
者
で
あ
れ
ば
町
が
駆
除
を
委
託
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
生
業
と
し
て
い
る
業
者
は
、
町
内
ま
た
近
隣
町
村
に
は
な
い

た
め
、
引
き
続
き
現
在
の
捕
獲
方
法
で
進
め
な
が
ら
、
今
後
の
被
害
状
況
な
ど
を
み
て
検
討
し

た
い
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

問
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果
で
、
認
定
こ
ど
も
園
は
必
要
な
い
と
訴
え
る
人
が
多
か
っ
た
。

認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
を
実
施
す
る
の
な
ら
、
平
成
22
年
の
町
長
選
挙
、
ま
た
は
住
民
投
票
で

町
民
の
判
断
を
再
度
い
た
だ
く
べ
き
だ
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
一
度
熟
考
し
て
い

た
だ
き
た
く
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
大
野
議
員
は
、
平
成
18
年
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
「
幼
稚
園
保
育
所
の
一
体
化
事
業
」
に
つ

い
て
、
「
2
億
７
０
０
０
万
円
」
と
い
う
事
業
費
を
私
が
公
約
し
て
戦
っ
た
か
の
よ
う
な
こ
と

＊
第
１
回
定
例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
の
通
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
問
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
　
般
　
質
　
問

古
坂
　
勇
人
議
員

大
野
　
和
男
議
員
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を
吹
聴
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
全
く
事
実
を
歪
曲
し
て
い
る
。
こ
の
一
般
質
問
に
つ

い
て
も
「
公
約
違
反
」
と
い
う
こ
と
が
事
前
通
告
さ
れ
て
お
り
残
念
で
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
事
業
費
に
関
す
る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
16
年
、
市
町
村
合
併
の
協
議
の
一
つ
「
合
併
後
の
新
市
の
建
設
計
画
」
の
中
に
、
統
合

中
学
校
事
業
と
幼
保
一
体
化
事
業
を
組
み
込
ん
だ
。
こ
の
と
き
の
幼
保
一
体
化
事
業
の
中
身
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
説
明
し
て
き
た
と
お
り
、
合
併
後
の
長
柄
町
地
区
に
幼
保
一
体

施
設
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
機
能
を
有
す
る
施
設
を
新
規
建
設
し
地
域
に
残
す
べ
き
と
し
事
業

を
計
画
し
た
。
こ
の
と
き
合
併
協
議
会
に
提
出
し
た
事
業
費
は
4
億
５
０
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　

平
成
18
年
12
月
、
議
会
定
例
会
に
お
い
て
当
時
の
安
藤
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
「
あ
く

ま
で
概
算
だ
が
」
と
い
う
こ
と
で
2
億
７
７
５
０
万
円
と
い
う
事
業
費
を
答
弁
し
た
。
こ
の
数

字
は
、
そ
の
月
の
1
日
に
開
か
れ
た
長
柄
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た

3
ヵ
年
実
施
計
画
に
掲
載
し
た
事
業
費
で
あ
り
、
単
独
の
幼
保
一
体
施
設
の
事
業
費
と
し
て
は

こ
の
段
階
で
初
め
て
公
表
し
た
数
字
で
あ
る
。
こ
れ
が
平
成
18
年
12
月
の
定
例
会
で
あ
り
、
9

月
に
就
任
し
2
度
目
の
定
例
会
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
19
年
、
統
合
中
学
校
事
業
が
4
ヵ
年
の
整
備
の
最
終
年
度
を
迎
え
、
同
時
に
幼
保
事
業

は
本
格
的
な
検
討
段
階
に
入
っ
た
。
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
の
幼
保
一
体
施
設
か
ら
「
認
定
こ
ど
も

園
」
に
事
業
の
方
向
性
を
変
更
、
県
内
の
先
進
施
設
の
視
察
を
実
施
し
計
画
変
更
の
参
考
と
し

た
。
ま
た
、
耐
用
年
数
な
ど
の
問
題
か
ら
旧
昭
栄
中
学
校
本
校
舎
の
改
修
を
断
念
し
、
特
別
教

室
棟
以
外
の
不
足
分
を
新
築
す
る
計
画
に
変
更
し
た
。
変
更
事
業
費
は
4
億
８
０
０
０
万
円
、

約
2
億
円
の
事
業
費
の
見
直
し
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
平
成
20
年
2
月
8
日
の
議
会
全

員
協
議
会
で
報
告
し
た
。

　

平
成
20
年
度
、
建
設
に
向
け
た
準
備
に
入
り
、
建
築
詳
細
設
計
業
務
及
び
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
建
築
確
認
申
請
を
す
で
に
終
え
た
。
ま
た
、
こ
の
1
年
間
は
こ
の
事
業
で
最
も
重
要
な

「
施
設
の
運
営
・
運
用
面
」
に
つ
い
て
、
現
場
の
保
育
士
・
教
諭
が
中
心
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る

ソ
フ
ト
な
部
分
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
今
後
は
長
柄
町
中
学
校
及
び
幼
稚
園
保
育
所
施
設
統

合
推
進
委
員
会
の
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開
園
に
向
け
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　

平
成
18
年
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
金
額
・
事
業
費
を
争
点
と
し
て
町
民
の
皆
様
の
審
判
を
受

け
た
も
の
で
は
な
く
、
互
い
の
目
指
す
「
子
育
て
支
援
の
施
策
・
方
向
性
の
違
い
」
だ
と
記
憶

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
言
う
「
公
約
違
反
」
と
い
う
点

で
改
め
て
民
意
を
問
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
な
お
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
事
業
へ
の
参

画
や
相
互
理
解
を
私
自
身
、
否
定
す
る
も
の
で
は
毛
頭
な
く
、
子
育
て
世
代
の
方
々
や
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
と
い
う
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
や
周
知
は
事
業
の
推
進
の
点
で
最
も
重
要
な

位
置
づ
け
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
は
関
係
者
へ
の
説
明
会
な
ど
を
多
く
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
で
実
施
さ
れ
た
事
業
の
効
果
に
つ
い
て

問
「
最
小
の
資
金
で
最
大
の
効
果
」
と
い
う
こ
と
を
聞
く
が
そ
の
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。
町

で
実
施
さ
れ
た
事
業
の
中
で
、
そ
の
目
的
に
合
っ
た
事
業
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
事
業
名
を
挙

げ
て
説
明
願
い
た
い
。
ま
た
今
後
の
取
り
組
み
姿
勢
を
伺
い
た
い
。

　
答
平
成
18
年
に
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
を
新
た
に
策
定
し
、
同
時
に
長
柄
町
行
政
改
革
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
公
表
し
た
。

　

組
織
機
構
の
改
革
や
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
は
じ
め
と
し

た
、
全
82
の
行
革
項
目
か
ら
な
る
こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
行
政
運
営
の
効
率
化
を
推

進
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
ま
さ
に
「
最
小
の
経
費
、
最
大
の
効
果
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

数
多
く
の
ハ
ー
ド
事
業
、
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
事
業
目

的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
に
沿
う
よ
う
事
業
展
開
を
し
て
き
た
。
そ
の
際
に
は
「
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
」
を
発
揮
で
き
る
よ
う
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
実
施
す
る
事
業

の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

問
以
下
の
点
を
伺
い
た
い
。

①
当
初
計
画
よ
り
2
億
円
増
額
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
、
増
額
案
に
つ
い
て
積
算
内
容
を
具

体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
町
民
は
理
解
承
知
し
て
い
る
の
か
。

②
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
、
現
在
数
と
将
来
の
見
込
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

③
当
初
の
実
施
計
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

大
岩
　
芳
治
議
員
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答
事
業
費
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
大
野
議
員
に
答
弁
し
て
い
る
の
で
そ
れ
以
外
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
。

　

利
用
者
数
に
つ
い
て
、
定
員
は
現
在
の
3
つ
の
施
設
の
合
計
で
１
９
５
人
、
現
在
の
在
園
児

童
数
は
１
４
２
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
者
数
は
、
施
設
の
定

員
で
１
８
５
人
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
内
訳
は
、
予
定
さ
れ
る
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
は

4
才
児
・
5
才
児
の
い
わ
ゆ
る
年
中
・
年
長
児
を
対
象
と
し
、
定
員
は
そ
れ
ぞ
れ
20
人
で
合
計

40
人
。
こ
れ
に
対
し
4
・
5
才
保
育
所
児
は
そ
れ
ぞ
れ
40
人
で
合
計
80
人
と
し
、
合
計
で

１
２
０
人
の
児
童
が
幼
保
の
合
同
保
育
と
な
る
。
そ
の
他
、
生
後
6
カ
月
の
0
才
児
か
ら
3
才

児
ま
で
の
乳
幼
児
65
人
も
こ
ど
も
園
の
園
児
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
に
開
始
す
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
は
全
く
の
新
規
事
業
で
、
子
育
て
家
庭
の
方
々
が
自
由
に
利
用

で
き
る
施
設
と
す
る
こ
と
か
ら
、
各
部
屋
の
広
さ
を
決
定
す
る
際
の
根
拠
的
な
定
員
数
と
し

て
、
子
育
て
支
援
室
で
親
子
10
組
20
人
程
度
、
一
時
保
育
室
は
乳
幼
児
で
5
人
、
そ
の
他
相
談

室
も
複
数
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
「
開
か
れ
た
こ
ど
も
園
」
と

な
る
よ
う
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。　
　
　
　
　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
長
柄
と
の
借
地
契
約
に
つ
い
て

問
以
下
の
点
を
伺
い
た
い
。

　

①
借
地
契
約
の
内
容
及
び
契
約
年
月
日

　

②
面
積
・
年
間
地
代
・
地
代
の
算
定
基
準

　

③
地
代
の
減
額
に
つ
い
て
、
変
更
日
・
変
更
後
の
額
・
変
更
理
由
に
つ
い
て

　

④
保
証
金
の
金
額
・
性
格
に
つ
い
て

答
こ
の
契
約
は
50
年
間
の
定
期
借
地
権
設
定
契
約
と
し
平
成
12
年
12
月
8
日
に
契
約
締
結
し

た
。
こ
の
際
の
契
約
面
積
7
万
３
７
８
６
平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
不
動
産
鑑
定
を
基
に
月
額

２
２
１
万
３
５
８
０
円
で
貸
し
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
借
主
か
ら
本
契
約
書
第
4
条

第
2
項
の
「
賃
料
は
3
年
ご
と
に
改
定
す
る
こ
と
を
目
処
と
す
る
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
賃
料

改
定
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
再
度
不
動
産
鑑
定
を
基
に
算
定
し
、
平
成
17
年
10
月
17
日
に
変
更

契
約
を
結
び
、
賃
料
を
月
額
１
５
４
万
２
５
５
５
円
と
し
た
。
ま
た
、
敷
金
と
し
て

５
０
０
０
万
円
預
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
契
約
に
お
け
る
全
て
の
条
項
に
係
る
借
主
の
債

務
の
履
行
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

問
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
立
て
て
き
た
か
。
ま
た
、
高
齢
者
に

「
長
柄
町
に
住
み
続
け
て
良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
き
た
の
か

伺
い
た
い
。

　
答
平
成
14
年
9
月
に
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
初
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
平
成
15
年

1
月
の
「
長
柄
町
学
校
保
育
検
討
委
員
会
の
設
置
」
で
あ
り
、
町
の
子
ど
も
達
の
育
ち
の
環
境

の
あ
り
方
に
つ
い
て
1
年
間
議
論
を
い
た
だ
い
た
。
翌
平
成
16
年
に
「
長
柄
町
中
学
校
及
び
幼

稚
園
保
育
所
施
設
統
合
推
進
委
員
会
」
を
新
た
に
設
置
し
、
統
合
中
学
校
と
幼
保
の
一
体
化
の

「
推
進
の
体
制
」
を
つ
く
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
平
成
17
年
4
月
に
新
生
長
柄
中
学
校
の
開
校

に
至
っ
た
。
町
の
中
学
校
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
活
気
づ
く
こ
と
は
、
「
家
探
し
」
や
「
住
む
場

所
探
し
」
で
悩
み
・
検
討
し
て
い
る
子
育
て
世
代
の
大
い
に
注
目
す
る
こ
と
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
幼
保
に
つ
い
て
も
同
様
だ
が
、
通
常
保
育
の
利
用
時
間
の
拡
大
・
充

実
に
加
え
、
子
育
て
家
庭
の
母
親
な
ど
に
対
す
る
新
た
な
支
援
も
組
み
込
ん
だ
一
体
的
施
設
と

し
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
す
る
。
親
で
あ
れ
ば
誰
で
も
「
大
切
な
子
ど
も
の
育
ち
の
環

境
」
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
イ
ン
フ
ラ
的
な
意
味
で
「
活
気
の
あ
る
中
学
校

の
あ
る
町
」
「
元
気
で
明
る
い
こ
ど
も
園
の
あ
る
町
」
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
し
た

町
」
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
町
」
。
私
は
「
住
む
場
所
」
と
「
子
ど
も
の
育
ち
の
環

境
」
と
は
非
常
に
強
い
関
係
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
が
質
問
の
人

口
減
少
問
題
の
対
策
の
一
つ
と
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

高
齢
者
問
題
に
つ
い
て
は
、
ご
存
知
の
と
お
り
高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
分
野
は
大
変
多
様
化

し
て
お
り
、
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
本
町
の
主
な
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
々
の
安
心
と
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
に
主
眼
を
置

き
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
緊
急
通
信
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
公

民
館
を
主
体
と
し
た
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
・
各
自
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る
各
種
検
診
・
健

康
教
室
・
食
生
活
改
善
事
業
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

　

も
う
一
点
、
別
の
角
度
か
ら
報
告
す
る
と
、
塩
田
病
院
附
属
福
島
孝
徳
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
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つ
い
て
、
先
日
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
総
院
長
が
来
庁
さ
れ
、
千
葉
県
知
事
か
ら
、
現
在
の
19
床
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
か
ら
１
０
２
床
へ
増
床
し
病
院
へ
と
拡
張
す
る
計
画
が
認
め
ら
れ
た
と
の
報
告
を
い

た
だ
い
た
。
現
在
は
脳
神
経
外
科
に
特
化
し
た
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
が
、
内
科
・
外
科
・
呼
吸

器
科
な
ど
診
療
科
目
を
拡
張
す
る
計
画
が
あ
り
、
ま
た
二
次
救
急
受
け
入
れ
病
院
と
し
て
も
地

域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
い
つ
で

も
か
か
れ
る
病
院
が
近
く
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
力
・
魅
力
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
り
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
島
孝
徳
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

一
民
間
病
院
で
あ
り
、
行
政
に
で
き
る
範
囲
も
限
ら
れ
て
い
る
が
、
可
能
な
範
囲
で
後
方
・
側

面
か
ら
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

審
査
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

問
町
長
・
教
育
長
・
議
員
の
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
第
3
者
に
よ
る
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
、
報

酬
額
や
手
当
て
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
こ
れ
ま
で
行
政
改
革
な
ど
を
通
じ
、
報
酬
の
削
減
や
議
員
定
数
の
削
減
を
検
討
し
実
施
し
て

き
た
。
ま
た
、
従
前
は
郡
市
の
機
関
で
の
検
討
を
踏
ま
え
報
酬
額
を
決
定
し
た
経
緯
も
あ
る
。

現
状
は
、
特
別
職
、
議
会
議
員
と
も
平
成
7
年
以
降
改
定
を
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
、
必
要
に
応
じ
審
議
会
等
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

幼
保
一
元
化
事
業
に
つ
い
て

問
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
結
果
、
多
く
の
町
民
が
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
反
対
の
よ
う
だ

が
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
事
業
が
町
に
と
っ
て
得
策
な
の
か
伺
い
た
い
。

答
大
野
議
員
、
大
岩
議
員
に
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

町
民
バ
ス
運
行
状
況
に
つ
い
て

問
町
民
バ
ス
は
町
全
域
で
運
行
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
年
間
の
利
用
者
数
、
現
行
の
状
態
と
全
域
運
行
と
の
金
額
の
差
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
千
葉
中
央
バ
ス
の
バ
ス
路
線
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
代
替
と
し
て
平
成
13
年

4
月
か
ら
運
行
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
町
民
の
要
望
等
を
踏
ま
え
た
中
で
、
路
線
バ
ス
検
討
委

員
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
、
利
用
者
の
極
め
て
少
な
い
路
線
の
廃
止
や
ル
ー
ト
変
更
に
よ
り

事
業
の
効
率
化
・
合
理
化
を
図
り
現
在
に
至
る
。
平
成
19
年
度
の
町
民
バ
ス
の
利
用
者
は
、

７
２
８
４
人
で
、
業
務
委
託
料
は
８
２
２
万
８
８
０
０
円
で
あ
る
。
議
員
の
言
う
町
内
全
域
の

定
義
が
ど
こ
ま
で
な
の
か
掴
み
か
ね
る
が
、
平
成
13
年
度
の
事
業
開
始
の
状
態
に
復
す
る
と
す

れ
ば
、
当
時
の
業
務
委
託
料
は
１
４
６
５
万
６
９
５
０
円
で
あ
っ
た
。

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
長
柄
の
破
綻
に
つ
い
て

問
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
長
柄
の
破
綻
に
つ
い
て
、
責
任
の
所
在
と
責
任
の
取
り
方
を
明

確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
ま
ず
、
株
式
会
社
エ
ス
グ
ラ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
並
び
に
そ
の
子
会
社
で
あ
る
長
柄

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
の
町
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
答
弁
す
る
。
今
ま
で
の
長

柄
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
並
び
に
株
式
会
社
エ
ス
グ
ラ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
の
賃
料
は
、
契
約
締
結
日
か
ら
1
億
９
０
２
６
万
１
０
２
４
円
、
ま
た
固
定
資
産
税
並
び

に
テ
ナ
ン
ト
等
の
法
人
町
民
税
が
６
１
０
０
万
円
程
度
、
合
計
2
億
５
０
０
０
万
円
程
の
歳
入

が
あ
り
、
ま
た
、
町
交
流
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
施
設
へ
の
来
客
数
の
増
加
並
び
に
売
上
額
の
向
上

等
に
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
双
方
の
信
義
に
よ
り
、
定

期
借
地
権
設
定
契
約
に
基
づ
き
町
の
発
展
に
協
力
い
た
だ
く
所
存
で
あ
る
。

吹
野
　
美
才
議
員

渡
辺
　
規
明
夫
議
員
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添付資料①

陳情の審査結果

件　　　　　　名 陳情提出者 結　果

「現行保育制度の堅持・拡充と保育・学童保育・
子育て支援予算の大幅増額を求める意見書」提出
を求める陳情書

千葉県保育問題協議会
会　長　田島　潤一

採　択

添付資料②

議員発議（意見書）の審査結果

件　　　　　　名 提出者・賛成者 結　果

現行保育制度の堅持・拡充と保育・学童保育・子
育て支援予算の大幅増額を求める意見書

提出者　長柄町議会議員　　関　民之輔
賛成者　長柄町議会議員　　吹野　美才
　　　　　　　同　　　　　神崎　好功
　　　　　　　同　　　　　野﨑　榮子
　　　　　　　同　　　　　大野　和男

可　決

人
事
評
価
に
つ
い
て

問
大
課
制
導
入
に
よ
る
人
事
評
価
に
つ
い
て
、
上
部
か
ら
下
部
へ
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
下
部

か
ら
上
部
へ
の
評
価
も
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
人
事
評
価
の
実
態
を
議
会
も
知
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
「
長
柄
町
職
員
勤
務
評
定
実
施
規
定
」
に
基
づ
き
、
人
材
開
発
や
人

事
評
価
の
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
の
試
行
期
間
を
踏
ま
え
平
成
19
年
度
か
ら
本
格

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
大
課
制
導
入
に
伴
い
評
定
区
分
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
従
来
の
課
係
制
で
は
、
評
定
の
範
囲
が
比
較
的
狭
く
、
評
定
の
均
衡
に
難
し
さ
が
あ
っ
た

が
、
大
課
制
導
入
に
よ
り
一
定
の
改
善
が
図
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
評
定
に
つ
い
て
は
自
己
申

告
書
に
よ
り
業
務
内
容
に
係
る
「
達
成
目
標
」
及
び
こ
れ
に
対
す
る
「
自
己
評
価
」
を
提
出
さ

せ
評
定
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
そ
の
他
の
職
員
も
含
め
た
全
職
員
に
対
し
、
仕
事
の

量
や
質
を
は
じ
め
、
職
場
全
体
に
対
す
る
意
見
や
提
案
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
基

に
、
大
課
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
人
材
開
発
を
重
視
す
る
組
織

風
土
づ
く
り
、
職
員
の
意
欲
と
働
き
甲
斐
の
醸
成
、
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実
現
、

能
力
・
実
績
重
視
の
人
事
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
部
下
か
ら
上
司
に
対
す
る
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、
職
員
全
体
が
目
的
意
識
を
持
ち
、
私

と
管
理
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、
管
理
職
員
と
一
般
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
必
ず
勤
務
評
定
の
目
標
を
達
成
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
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総 務 常 任 委 員 会

委 員 長 栗 原　 宏 道

副 委 員 長 篠 原　 貞 夫

委 　 　 員 蒔 田 　 　 穠

委 　 　 員 渡 辺 規 明 夫

議 会 報 編 集 委 員 会

委 員 長 栗 原 宏 道

副 委 員 長 保 川 秀 雄

委 　 　 員 野 﨑 榮 子

委 　 　 員 渡 辺 規 明 夫

委 　 　 員 吹 野 美 才

委 　 　 員 吉 原 　 成

産 業 建 設 常 任 委 員 会

委 員 長 阿 部 泰 兄

副 委 員 長 保 川 秀 雄

委 　 　 員 大 岩 芳 治

委 　 　 員 吉 原 　 　 成

委 　 　 員 古 坂 勇 人

教 育 民 生 常 任 委 員 会

委 員 長 関　 民 之 輔

副 委 員 長 吹 野 美 才

委 　 　 員 神 崎 好 功

委 　 　 員 野 﨑 榮 子

委 　 　 員 大 野 和 男

常任委員会
の構成が変わりました

議会報編集委員会
の構成が変わりました

　※１名欠員となっていた議会報編集委員会に吉
原成議員が加わりました。
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現行の統計法（昭和 22 年法律第 18 号）を全面改正する新しい統計法が平成 21 年 4 月 1 日から全面施行
されます。（平成 19 年法律第 53 号）

< 統計の重要性 >
「統計」という言葉は、なじみが薄いものかも知れません。これは、日々の生活の中で「統計」を取りたてて

意識する機会が少ないことによるのかもしれません。最近では、むしろ「データ」と言った方がなじみやすいか
もしれません。

しかし、「統計」は、私たちにとって、本当はとても身近なものです。新聞、テレビなどで統計調査の公表結
果やそれに基づく話題がよく取り上げられます。

例えば、最近しばしば話題になる雇用問題があります。「完全失業率」が毎月大きく報じられていることはご
存じのとおりですが、これは「労働力調査」という統計調査から得られるものです。これを受けて、国や地方公
共団体では、様々な雇用政策が実施されることになります。

国や地方公共団体が作成する統計は、これら行政機関が施策を考えたり実行したりするための基礎資料として
欠かすことのできないものですが、それだけでなく、広く一般に公表され、民間でも使われています。例えば、
人口動態調査その他の人口統計から得られる「平均余命」が生命保険の保険料率の決定に使われています。

このように統計は、世の中の姿を正確に表し、私たちの暮らしをより良くするための方向性を見極める基礎と
して、とても重要な役割を果たしています。このことは、同時に、統計に携わる人々の責任の重さをも示してい
るのです。

統計と施策の関係を木にたとえるなら、「統計調
査」は根の部分で、「社会」という大地からデータ
をもらって、それを「統計」にまとめ、幹や枝と
いう「施策」を伸ばし、その結果として、葉を茂
らせ、花を咲かせているということもできるでしょ
う。

< 統計調査員を募集します！ >
統計調査員の仕事をしてみませんか ?
統計調査員の仕事は、調査ごとに多少違いがあ

りますが
次のとおりです。
①事務打合せ会（説明会）への出席
②担当調査区の範囲と調査対象の確認
③記入依頼及び調査票の配布
④調査票への記入の仕方を説明
⑤記入された調査票を回収
⑥集めた調査票を検査・整理
⑦調査票などの調査関係書類の提出
＊調査終了後、統計調査報酬費が支払われます。

統計法が変わります！
「行政のための統計」から「社会情報基盤としての統計」へ

問い合わせ先　総務課 総務企画班　☎35-2111



29

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に
つ

い
て自

動
車
税
の
納
期
限
は
、
６
月

１
日
㈪
で
す
。
５
月
上
旬
に
自
動

車
税
事
務
所
か
ら
納
税
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
な
ど
で
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
一
部
を
除
く
）
で
も
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
に
同
封

の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
税
事
務
所

�
０
４
３
ー
２
４
３
ー
２
７
２
１

茂
原
県
税
事
務
所

�
２
２
ー
１
７
２
１

歩
こ
う
・
走
ろ
う
緑
の
長
柄
を
！

集
合
場
所　

都
市
農
村
交
流
セ
ン

タ
ー
管
理
事
務
所
前

日
時　

５
月
17
日
㈰　

小
雨
決
行

受
付　

午
前
９
時
ま
で

　
　
　

ス
タ
ー
ト
：
Ａ
Ｍ
９
時
15
分

コ
ー
ス　

長
柄
ダ
ム
周
辺

お
昼
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
あ
る
よ
！

参
加
費　

５
０
０
円
／
一
人

（
中
学
生
以
下
２
名
で
５
０
０
円
但

し
保
護
者
同
伴
）

参
加
人
数　

30
名
ま
で
（
集
ま
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
み
期
限
・
方
法　

５
月
９
日
ま

で
に
左
記
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

齊
藤　

３
５
ー
２
０
６
６

及
川　

３
５
ー
２
９
８
７

堤　
　

３
５
ー
４
３
６
３

一
緒
に
あ
る
く
・
走
る
方
会
員
募
集

中
で
す
。
！

長
柄
走
友
会

結
婚
相
談
所
開
設

平
成
21
年
度
結
婚
相
談
所
開
設
日

◆
偶
数
月
の
第
3
日
曜
日

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
か
ら
労
働
保
険
料

の
申
告
・
納
付
の
時
期
が
変
わ

り
ま
す

期
間
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　

年
度
更
新
の
手
続
き
は
、
平
成

20
年
度
の
概
算
保
険
料
を
精
算
す

る
「
確
定
申
告
」
と
平
成
21
年
度

の
見
込
み
保
険
料
（
概
算
保
険

料
）
を
申
告
す
る
も
の
で
す
。

　

申
告
・
納
付
は
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
を
通
じ
て
、
お
早
め
に
手

続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
、
年
度
更
新
に
関

し
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
千
葉
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
課
（
�
０
４
３
ー
２
２
１
ー

４
３
１
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.chiba-roudoukyoku.

go.jp

平
成
21
年
度　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
の
お
知
ら
せ

人
事
院
で
は
、
左
記
の
と
お
り
「
平
成
21
年
度　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験
」
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
税
務
署
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記

◆
受

験

資

格	

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者

◆
申
込
書
交
付
期
間	

５
月
11
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈫

	

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
）

◆
申
込
書
受
付
期
間	

６
月
23
日
㈫
〜
６
月
30
日
㈫

	

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
）

◆
試

験

日	

第
１
次
試
験　

９
月
6
日
㈰

	

第
２
次
試
験　

10
月
15
日
㈭
〜
10
月
22
日
㈭
の
う

ち
指
定
さ
れ
た
日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
茂
原
税
務
署
・
総
務
課
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

茂
原
税
務
署
・
総
務
課

�
２
２
ー
２
１
６
６　

内
線
３
１
２

お
し
ら
せ

N
a

g
a

ra
 T

o
w

n
 I

n
fo

rm
a

ti
o

n
・

N
a

g
a

ra
 T

o
w

n
 I

n
fo

rm
a

ti
o

n
・

N
a

g
a

ra
 T

o
w

n
 I

n
fo

rm
a

ti
o

n
・

N
a

g
a

ra
 T

o
w

n
 I

n
fo

rm
a

ti
o

n

開設日 場所 受付時間

４月19日

長柄町公民館
午前10時～

午後３時まで

６月21日

８月16日

10月18日

12月20日

２月21日
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未
成
年
者
の
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
理
由
は
、
成
長
過
程
に
あ
る
未
成
年

者
に
と
っ
て
次
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

○
身
体
的
影
響
～
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
、
脳
障
害
、
生
理
不
順
な
ど

○
精
神
的
影
響
～
若
年
の
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
、
性
格
の
変
化
、
学
習
意
欲

の
低
下
な
ど

○
社
会
的
反
響
～
暴
力
行
為
、
性
的
非

行
、
成
績
不
振
な
ど

　

日
本
で
は
、
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法

に
よ
り
、
20
歳
未
満
の
者
の
飲
酒
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
成
年
者
の
飲
酒
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
未
成
年
者
の
飲
酒
が
単
に
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
地
域
社
会
に

お
い
て
「
ど
う
し
て
お
酒
を
飲
ん
で
は

い
け
な
い
の
か
。」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
の
主
な
内
容

○
満
20
歳
未
満
の
者
は
酒
を
飲
ん
で
は

い
け
ま
せ
ん
。

○
親
や
親
の
代
理
を
す
る
者
は
、
未
成

年
者
の
飲
酒
を
制
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
酒
類
を
扱
う
販
売
業
者
や
飲
食
業
者

は
、
未
成
年
者
が
自
分
で
飲
む
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
販
売
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。（
50
万
円
以
下

の
罰
金
）

○
酒
類
販
売
業
者
は
、
未
成
年
者
飲
酒

防
止
の
た
め
、
年
齢
確
認
な
ど
の
措

置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
学
に
使
用
す
る
自
転
車
の
盗
難
防
止

　

自
転
車
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
被
害
の
約
56
％
が
駐
輪
場
で
発
生

し
て
お
り
、
ま
た
、
被
害
者
の
約
52
％

は
未
成
年
者
で
す
。
特
に
、
４
月
か
ら

自
転
車
で
通
勤
・
通
学
を
始
め
た
方
は
、

大
切
な
「
足
」
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ギ
は
前
・
後
輪
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り

付
け
、
必
ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

○
防
犯
登
録
を
必
ず
し
て
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
（
自
転
車
の
安
全
の
促
進
及
び
自
転

車
な
ど
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進

に
関
す
る
法
律
）

○
目
立
つ
と
こ
ろ
に
名
前
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

た
だ
し
、
住
所
や
電
話
番
号
ま
で

書
く
と
、
他
の
犯
罪
を
招
く
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

○
路
上
に
放
置
せ
ず
、
監
視
の
目
が
行

き
届
い
た
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

４
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防
止

強
調
月
間
で
す

「ちばの食育ホームページ」はこちらです。http://www.pref.chiba.lg.jp/syokuiku/

去る３月４日に長生地域米粉アイデア料理コンクールが長生農林振興センターで行われ、鴇谷在住の前田
敏代さんが１位の千葉県長生農林振興センター所長賞を、有限会社長柄さくらの郷が２位の長生地域農林業
振興協議会長賞を受賞されました。

また、平成 20 年度に設立した「長生ぐるめネットワーク」にも加入されています。
受賞作品のレシピを紹介しますので一度お試しください。

食事について考えてみよう㉗ <米粉料理>

前田敏代さん“米粉と豆腐のドーナツ”
材料と分量（10個分）
絹ごし豆腐………… 150ｇ 卵（Ｍ）……………… ２個
砂糖………………… 100ｇ 米粉………………… 200ｇ
ベーキングパウダー………… 小さじ２
煮豆（黒豆）……… 100ｇ 揚げ油………………… 適量

❖❖❖❖❖❖　作り方　❖❖❖❖❖❖
①パックから出した豆腐は水洗いしてボウルに入れて、泡

立て器でなめらかになるまでかき混ぜる。
②卵と砂糖を加えてさらによく混ぜる。
③米粉とべーキングパウダーを合わせふるいにかけ、②に

入れゴムベラでよく混ぜる。
④黒豆は汁気をペーパーで取り、③に加えて全体をよく混

ぜる。
⑤揚げ油を160℃～170℃に熱し、２本のスプーンを使っ

て④を落とし入れ、返しながら５～６分揚げる。

(有)長柄さくらの郷“棒もち入りみそ汁仕立”
材料と分量（４人分）
棒もち……………… 280ｇ
（米粉をぬるま湯でこね、蒸して棒状のもちにしたもの）
大根………………… 180ｇ 人参…………………… 80ｇ
ごぼう……………… 120ｇ 椎茸………………… 小４枚
里芋………………… 小４個 だし汁…………… ５カップ
味噌………… 大さじ３～４
※季節の野菜を使っても良い。

❖❖❖❖❖❖　作り方　❖❖❖❖❖❖
①大根・人参・ごぼう・椎茸をいちょう切りにする。
②里芋は輪切りにする。椎茸は小口にし、だし汁を入れて

柔らかく煮る。
③具が柔らかくなったら、棒もちを１ｃｍの輪切りにして

入れ、味噌を溶き入れ煮立たせる。
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＃21

　＂火
の
な
い
所
に
煙
は
立
た
な
い
＂

昨
年
の
四
月
号
に
、『
本
当
に

休
ん
で
も
い
い
の
！
』
と
い
う
孫

の
切
実
な
訴
え
を
書
き
ま
し
た
。

小
学
校
で
も
、
中
学
校
で
も
入
学

し
て
間
も
な
い
頃
は
、
緊
張
と
人

間
関
係
の
気
遣
い
で
、疲
労
も
ピ
ー

ク
に
達
す
る
児
童
、
生
徒
が
い
ま

す
。一年

生
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
解

消
し
よ
う
と
横
浜
市
で
は
小
中一貫

教
育
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
私
は
、
人
生
に
お
け
る
節

目
節
目
で
出
会
う
試
練
を
乗
り
越

え
て
行
く
こ
と
も
、
長
い
将
来
を

考
え
た
時
に
、
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本
題
に
入
り
ま
す
が
先
日
こ
ん

な
話
を
聴
き
ま
し
た
。

『
幼
稚
園
児
が
福
寿
草
の
花
を

摘
ん
で
し
ま
っ
た
。
友
達
は
先
生

に
言
い
付
け
る
と
言
っ
て
責
め
た
。

本
人
は
花
を
捨
て
て
逃
げ
て

行
っ
た
。
そ
れ
以
来
登
園
し
な
か
っ

た
。家

庭
状
況
を
聴
い
て
み
る
と
商

売
が
景
気
良
か
っ
た
と
き
は
父
親

も
子
煩
悩
で
休
み
の
た
び
に
家
族

で
出
掛
け
て
い
た
。

景
気
が
後
退
し
て
倒
産
へ
と
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

父
親
が
家
族
を
守
る
べ
く一生
懸

命
に
努
力
し
て
い
た
が
、
い
ら
つ

く
気
持
ち
は
家
族
へ
の
暴
力
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
。』

こ
こ
ま
で
は
世
間
に
よ
く
あ
る

話
だ
と
思
っ
て
聴
い
て
い
ま
し
た
。

園
児
が
福
寿
草
の
花
を
な
ぜ
摘

ん
だ
か
の
話
に
は
、
涙
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。

『
家
族
で
休
み
の
た
び
に
出
掛
け

た
時
、
た
ま
た
ま
、
そ
こ
が
公
園

だ
っ
た
。

園
児
が
こ
の
花
は
な
ん
て
い
う

の
？
。

父
親
は
、
こ
れ
は
福
寿
草
と
言

う
ん
だ
。

幸
せ
を
呼
ぶ
花
だ
よ
。

園
児
は
そ
の
言
葉
を
覚
え
て
い

た
。お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
喧
嘩

し
な
い
よ
う
に
あ
げ
よ
う
と
思
っ

て
摘
ん
だ
。』
と
い
う
の
で
す
。

私
も
現
役
時
代
、元
気
の
い
い
子

（
俗
に
不
良
と
言
わ
れ
る
子
）
を

沢
山
見
て
き
ま
し
た
。
よ
く
よ
く

話
を
聴
い
て
み
る
と
私
だ
っ
て
そ

う
い
う
境
遇
だ
っ
た
ら
、
不
良
に

な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
悪
い
こ
と
を
し
た

時
、
そ
の
背
景
に
あ
る
原
因
を
捜

す
こ
と
は
、
大
人
の
責
任
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

親
や
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ

ん
も
こ
の
園
児
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

”火
の
な
い
所
に
煙
り
は
立
た
な

い
“年

度
初
め
に
当
た
り
、
子
ど
も

を
見
る
視
点
の一
例
を
記
し
ま
し

た
。尚

五
月
と
六
月
は
町
内
の
四
小

中
学
校
の
校
長
先
生
に
登
場
し
て

頂
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ご
期

待
下
さ
い
。

名　　　称 電話番号

総務課
総務企画班（選挙管理委員会） 35-2111
財政管財班 35-2110
税務班 35-2112
議会班（議会事務局） 35-2438

住民課
保険住民班 35-2113
地域包括支援センター 30-6000
健康福祉班 35-2414
長柄保育所 35-3102

名　　　称 電話番号
住民課 三島野保育所 35-4310
事業課 産業振興班（農業委員会） 35-4447

地域整備班 35-2114

教育課
学校教育班 35-2437
学校給食センター 35-2003
生涯学習班 ･ 公民館 35-3242

福祉センター 30-7200
都市農村交流センター 35-0055

役 場 ・
そ の 他
公共施設
電話案内

町 　 公 　 民 　 館	 4月20日㈪、27日㈪、5月7日㈭、11日㈪、18日㈪、25日㈪
町 福 祉 セ ン タ ー	 4月20日㈪、27日㈪、29日㈬、5月3日㈰、4日㈪、5日㈫、6日㈬、11日㈪、18日㈪、25日㈪
都市農村交流センター	 4月23日㈭、30日㈭、5月7日㈭、14日㈭、21日㈭、28日㈭

大
野
　
史
恵

ゆ
る
や
か
な　

帆ほ
せ
ん
と
お

船
遠
く
に春は

る

の
波な

み

夫つ
ま

と
ふ
た
り　

彼ひ
が
ん
も
う
で

岸
詣
の　

坂さ
か

の
道み

ち

着き
か
ざ飾

り
し　

吾あ

こ子
に
振ふ

る
舞ま

う桃も
も

の
花は

な

ガ
ラ
ス
越ご

し　

今き
ょ
う日

も
雨あ

め

な
り春は

る
ご
た
つ

炬
燵

角
田
　
揚
子

春は
る
ご
た
つ

炬
燵　

温ぬ
く

も
り
会か

い
わ話

食し
ょ
くす

す
む

慈じ

う雨
と
な
り　

一ひ
と
ひ日

し
め
や
か春は

る

の
宵よ

い

九く
じ
ゅ
う
く
り

十
九
里
の　

金き
ん
ぱ
ぎ
ん
ぱ

波
銀
波
の春は

る

の
宴え

ん

美う
つ
くし

き　

こ
の
郷さ

と
ま
も守

り　

梅う
め

の
花は

な

清
田
　
如
水

落お

つ
る
陽ひ

は　

海う
み

の
乾か

ん
ぱ
い杯

春は
る

の
波な

み

春は
る
ご
た
つ

炬
燵　

携け
い
た
い
で
ん
わ

帯
電
話　

胸む
ね

で
聴き

く

若わ
か

き
日ひ

の　

父ち
ち

に
母は

は

ゐ
て春は

る

こ
た
つ

孤こ
ど
く
は

独
派
の　

鴉か
ら
すた

た
ず
む

春は
る

の
畦あ

ぜ

　
平
川
　
あ
ざ
み

春は
る

の
波な

み　

も
み
く
ち
ゃ
に
し
て

九く
じ
ゅ
う
く
り

十
九
里

野の

も
山や

ま

も　

芽め

ぶ吹
き
て
世せ

か
い界動う

ご
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急に子どもの具合が悪く
なったとき、医療機関にすぐ
に受診させたほうがよいか迷
われたとき、ご相談ください。

看護師・小児科医が電話で
アドバイスをします。

相談日時

毎日・夜間
　　　午後7時~午後10時まで

電話番号

♯8000

（プッシュ回線・携帯電話）
☎043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000をご
利用いただけない場合）

こ ど も 急 病
電 話 相 談

日曜・休日当番医案内
　日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。
　消防本部通信指令課（☎24-0119）へお問い合わせください。

診療時間は午前9時~午後5時までです。

長生郡市夜間急病診療所案内
●診療科目:内科・小児科　診療時間:午後8時~午後11時
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）☎24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　午後7時~翌午前6時　☎24-1011

各 種 相 談 日 程
【　町　】
心配ごと相談 4/20㈪、5/1㈮、11㈪ 午前10時〜午後3時 福祉センター ☎35-0260

人権相談
4/20㈪、5/11㈪ 午前10時〜午後3時 福祉センター ☎35-0260
●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。

行政相談 5/11㈪ 午前10時〜午後3時 福祉センター ☎35-0260
※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。
交通事故巡回相談 6/2㈫ 午前10時〜午後3時 福祉センター ☎35-0260

子どもの虐待などの相談
児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関
するあらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

健康福祉班 ☎35⊖2414

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。　

女性のための健康相談
奇数月第2火曜日（内科）、偶数月第3水曜日（産婦人科）

地域保健福祉課 ☎22-5914（予約制）午後1時〜3時
未熟児等健康相談 奇数月第1木曜日（原則） （予約制）午後1時〜2時 地域保健福祉課 ☎22-5167

療育相談
年4回（5月、8月、11月、平成22年2月の第2金曜日）

地域保健福祉課 ☎22-5167（予約制）午後1時〜2時

こころの健康相談
第 1・2 月曜日（精神保健福祉相談） （予約制）午後2時〜3時30分

地域保健福祉課 ☎22-5167第 3 木曜日（老人精神保健福祉相談） （予約制）午後2時〜3時30分
こどもの発達相談 第4火曜日（原則） （予約制）午後1時〜5時 地域保健福祉課 ☎22-5167
不妊相談 第2木曜日 （予約制）午後1時〜3時 地域保健福祉課 ☎22-5914

DV相談
来所相談は毎週火曜日 （予約制）午前9時〜午後5時

地域保健福祉課 ☎22-5565電話相談は平日午前9時〜午後5時
エイズ相談
HIV等抗体検査

第1・3火曜日 午後1時〜2時
健康生活支援課 ☎22-5167偶数月第3火曜日 午後5時30分〜7時

肝炎ウイルス検査 第1・3火曜日 （予約制）午後1時〜2時 健康生活支援課 ☎22-5167
骨髄バンク登録受付 第1・3火曜日 （予約制）午後1時 健康生活支援課 ☎22-5167
腸内細菌検査（検便） 第1〜4火曜日 午前9時〜11時（4/28、12/22は検査受付なし） 検査課 ☎22-5167
性感染症検査 第1・3火曜日 午後1時〜2時 健康生活支援課 ☎22-5167
※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。※詳細については電話でお問い合わせください。（☎0475-22-5167）
【　その他　】
弁護士による無料
法律相談 （予約制）5/22㈮

東上総県民センター（長生合同庁舎内）
県政情報課 ☎25-7830

月 / 日 茂 原 地 区
内　科　系 外　科　系

4/19 宮 山 医 院 （ 2 2 ）4 8 7 3 君 塚 病 院 （ 2 5 ）1 8 1 1

4/26 豊 栄 元 氣クリニック （ 4 0 ）4 8 8 4 宍 倉 病 院 （ 2 4 ）2 1 7 1

4/29 吉 田 医 院 （ 3 4 ）3 0 4 5 三 枝 医 院 （ 2 5 ）2 2 0 3

5/3 茂 原 中 央 病 院 （ 2 4 ）1 1 9 1 本 納 整 形 外 科・内 科 （ 3 4 ）5 0 9 1

5/4 長生内科神経内科医院 （ 2 4 ）7 7 5 2 公 立 長 生 病 院 （ 3 4 ）2 1 2 1

5/5 ポ プ ラ ク リ ニ ッ ク （ 2 3 ）3 1 1 1 宍 倉 病 院 （ 2 4 ）2 1 7 1

5/6 鈴 木 医 院 （ 2 2 ）2 6 3 0 菅 原 病 院 （ 2 5 ）1 1 7 1

5/10 東 部 台 医 院 （ 2 2 ）2 4 5 5 鎗 田 整 形 外 科 医 院 （ 2 4 ）8 6 8 6

5/17 宮 本 内 科 医 院 （ 2 2 ）3 7 7 0 三 枝 医 院 （ 2 5 ）2 2 0 3

5/24 渡 辺 医 院 （ 2 7 ）7 7 3 3 菅 原 病 院 （ 2 5 ）1 1 7 1


